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鷹揚 な河童 と謹 厳 なハイエ ナ:

超越 的 な時間 とそれ に抗 す る時間 の物語、

そ の エ ー ジ ェ ン トた ち

小 馬 徹

は じめに

小 稿 は、 「託宣 の避 けえ な い実 現 」 とい うモ チ ー フを もって い る(と

筆者 が ひ とまず規 定 す る)世 界 各 地 の物 語(narratives)を 比 較 す る試

論(essay)で あ る。 そ れ らの話 は きわ めて よ く似 た 印象 を強 く聞 き手

に与 え るの だが、 物 語 の神 話 的 な メ タ ・メ ッセ ー ジの次 元 に踏 み込 ん で、

表面 的 な印象 を超 え た差 異 とそ の意 味 を詳 し く分析 す る。

まず 、 この小 さな試 論 の、 しか しなが ら(試 論 ゆ え に担 保 しうる)幾

分 な りと も大 胆 な企 図 には、考 察 の次 元 を異 に はす る もの の互 い に相 補

い合 う、二 重 の 目的 が あ る ことを明 らか に した い。

そ の一 方 は、人 類学 的 な射程 、言 い換 え れ ば関係 的 な人 間論 にお け る

(構造)原 理 とい う大 きな射 程 を も.って い る。 す な わ ち、物 語 の構 造 の

一 見 些細 な差異 か ら窺 うこ とが で きる社 会 的 ・政 治 的 な意 味作 用 の異 同

を、 時 間論 の枠 組 で通 文化 的 に比 較(cross-culturalcomparison)し 、

解 明す る こ とで あ る。 そ して もう一 方 は、 日本文 化 史 の領域 に属 す る、

具 体 的 で、 且 っ実 体 的 な或 る課 題 に関係 して い る。 す な わ ち、 「託 宣 の

避 けえ な い実 現」 物語 の 日本版 で死 の エ ー ジェ ン ト(「死 神 」)の 役割 を

担 って い る河童 に固有 な属性 に 目を据 えて、 その象 徴性 と政 治 性 を相 互



2

参照 的 に分 析 す るこ とで あ る。

第 一 の 目的 を、 以 下 に もう少 し詳 しく解題 してお きた い。

言 語学 者N.チ ョム スキ ーが主 張 す るよ うに、 人間 は、(有 節)言 語 能

力 を いわ ば 「本 能 」 と して身体(遺 伝 情報)に 組 み込 ん だ唯一 の動物 で

あ る。 人 間 は、 言 語 を用 いて、 外部 を総体 と して示 差 的 に分節(カ テ ゴ

リー化)す る。 そ して、 あ くまで も人 間 中 心 的 な秩 序 で あ る象 徴 的 な

「世 界 」 へ と外 部 を再 編 成 して、 そ の 中心 に主 人 公 と して安 住 しよ うと

す るのだ。 この人 間 的 な営為 にお いて、空 間(や それ を分 節 す る手段 と

しての度 量衡)と と もに、 あ るい はそれ以 上 に支 配 的 な枠 組 み とな って

い るの が、 時 間 の観 念 で あ る。

それ ゆえ に、 時 間 が いか な る形 式 で象 徴 化 され るか、 ま た(そ の事 実

と必然 的 に密接 不離 の関 係 にな るの だが)そ の時 間が誰 に よ って どの よ

うに管 理 され るか は、 当該社 会 の支 配 ・被 支配 関係 を根 底 で規 定 す る重

大 な政 治 的 な問 題 で あ る。 そ して、 それ ぞ れ の個 人 に と って は、 実 に切

実 な実 存 的 な問題 とな る。

あ る社会 に身 を置 く 「個人 」(individual)と して の人 間(humanbe-

ingS)は 、0つ の社 会 的 な 「人 格 」(person)と して、 当該 社 会 に固有

の 時 間 と い う制 度 を 引 き受 けて 生 きて い か ざ る を え な い。 そ れ ゆ え、

「託 宣 の避 けえ な い実 現 」 の物 語 は、 その社 会 を生 き る個 人 に と って 時

間 が いか な る実存 的 な意 味 を もっ のか を探 り当 て る うえで、 重 要 な鍵 を

与 え て くれ る こ とに な るだ ろ う。 そ こで、 この認識 に基 づ いて 「託 宣 の

避 けえ な い実 現」 物語 群 の時 間 の象徴 形 式 に見 られ る両極 的 な差 異 を摘

出 し、 その社 会 的 な意 味 を論 じる。

次 に、第 二 の 目的 の補 足 的 な解 題 に移 ろ う。 この も う0っ の 目的 を達

成 す るため に、小 稿 は、 運 命 とい う抽 象 的 で 「目に見 え な い もの」 を死

す べ き人 物 とい う具体 的 に 「目に見 え る もの」 へ と もた ら し、最 初 は分
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離 し隔 た って い る非 在 と実 在 とをっ いに一点 に収敏 させ て運 命 を現前 せ

しめ よ う とす る、構 造 上 の媒 介 的 な行 為者(agent)に 着 目す る。 そ の

うえで、 日本 版 の エ ー ジェ ン トで あ る河童 の属性 の形成 過 程 に は、庶 民

(っ ま り当該 の時 間観 に よ って生 活 を大 き く規 定 され、 支 配 され る側)

が積 極 的 に関 わ った側面 が窺 え る ことを明 らか にす る。

す なわ ち、 「死神 」 と して 形 象 さ れ る場 合 で も、 河 童 は、東 ア フ リカ

のハ イ エ ナ や ヨー ロ ッパ の グ リム ・リーパ ー(GrimReaper)な ど、

他 の相 同 の エ ー ジェ ン ト(物 語 の構 造 的 な変 換項)の よ うに、 あ くまで

も冷徹 な まで に謹 厳 な執 行 吏 と して は形 象 化 され て は いな い。 河 童 は、

逆 に、(特 に明治 期 以 降)む しろ弱 み さえ も って い る瓢 軽 で愛 すべ き他

者(あ る いは異 者)と 見 な され るよ うに な り、 いわば 「国民 的妖 怪」 と

しての世 俗 的 な性 格 を不 可逆 的 に強 めて きた と言 え る。 そ の よ うな河 童

像 形 成 の モ メ ン トを、 「託 宣 の避 けえ な い実 現 」物 語 群 の'1造 論 的 な比

較 を通 じて抽 出 して み た いの で あ る。

さ らに、 よ り具 体 的 に各章 の内容 に触 れて お こ う。第 一章 で は、視 野

を思 い切 って通 文 化 的 に拡大 す るため に、 筆者 自身 が参 与観 察 で採 話 し

た、南 西 ケニ アの キ プ シギ ス人 の間 の伝 承(「 ハ イ エナ の託 宣 と双 子 の

運 命」)を 紹 介 す る。 この場 合 、 「死 神」 は(祖 霊 の化身 と も信 じられて

い る)ハ イ エナで あ り、預 言 と して の託 宣 は過 つ こ とな く 「自己成 就 」

して い る。

第二 章 で は、 キ プ シギ スの この話 型 が、 ギ リシアの オ イ デ ィプス神話

や それか ら派 生 したギ リシア悲劇 に構造 的 に強 く親 和 す る ことを最 初 に

指 摘す る。 周 知 の通 り、 「オ イデ ィプ ス物 語」(つ ま り、 そ の両者)は 、

ヨー ロ ッパ 文 明 の運 命論 的 な傾 きの強 い美意 識 と人 間観 に絶 大 な影 響 を

及 ぼ し続 けて きた。 それ ゆ え、 古 代 ギ リシア とキ プ シギ スの二 っ の話型

の相 同 的 な類 似 は多 くの人 に とって は恐 ら く意外 な もので あ り、 この意
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味 で、 些 か の発 見 的 な価値 も も って い るだ ろ う。 そ して次 に、作 田啓0

の社 会 学 的 な考 察 へ と この議論 を敷 術 し、人 間 の社 会 的 な心 理 と 「託宣

の避 けえ な い実現 」 物語 との間 の美学 的 な関連 性 を論 じて、 第三 章 で の

.・,.の土 台 を用意 す る。

第 三章 は、 中 国、 「中近 東」、 フ ラ ンス に も、 オイ デ ィプス物 語 の異 版

と もい え る伝 承 群、 いわ ば様 々な 「オイ デ ィプ ス物 語 」 が存 在 す る こ と

を示 す 。 これ らの物語 で も、託 宣 はや は り不 可 避 的 に実現(自 己成 就)

して い る。 それ ゆ え、 それ ら も同 じく超 越論 的 な時 間観 の物語 で あ り、

その時 間 の遺 漏 な い支配 を人 間 の運 命 と して甘 受 せ よ とい うメ ッセ ー ジ

を もって い る。 そ れ らは、 いわ ば 「時 間を支 配 す る者 」 の側 が用 意 した

物 語 、 あ るい はそ の論 理 へ と回収 され た(民 衆 の)物 語 だ と考 え な けれ

ばな らな い。 民衆 は 目を見 張 るばか りの その美 学 的効 果 に心 を奪 われ て

巧 妙 に籠 絡 され た結 果 、 自 らを 「時 間 に支 配 され る者 」 と して 「主 体

化 」 して きた のだ といえ る。

以 上第 一 章 か ら第三 章 まで の各章 が、 主 と して本 編 の第 一 の 目的 を達

成 す るため の もので あ るの に対 して、 第 四章 は第 二 の 目的 の達 成 に捧 げ

られて い る。 具 体 的 に は、 この章 で九 州 の 「河童 と飴」 型 の伝 承 を幾 つ

か紹 介 して、 分析 を加 え る。 そ れ らの話 は、 第一 章 か ら第 三章 まで に取

り上 げ た 「様 々な オ イ デ ィプ ス物語 」 に表面 的 に はよ く似 るのだが 、深

層 構 造 で はそれ らと微 妙 にず れ合 って い る。 この点 を明 らか に して 、 そ

れ ゆえ に両者 の(メ タ ・)メ ッセ ー ジの内容 が決 定 的 に異 な って お り、

ベ ク トル が実 は正 反対 で あ る こ とを述 べ る。 要 す るに、 これ らの河童 話

は、 「時 間 に支配 され る」側 が 「時 間 に よ って支 配 す る」側 の超 越 論 的

な時 間 に対 抗 しよ う とす る時 間 の語 りなの で あ り、 しか もそ の企 てが成

功 を収 め て い る点 で特 筆 に値 す るので あ る。

最 後 に、文 化 史 上、 河 童 とい う表 象 が この類 の物 語 を紡 ぐうえで恰 好
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の エ ー ジ ェ ン トた り得 る属 性 を余 示 的(adumbrative)に も って い た

こ とを、私 自身 の河 童信 仰 複合 を テ ーマ とす る長 年 の研 究 を踏 まえて、

簡潔 に論述 してお きた い。

一 、 キプ シギ スの 「死 に神 と して のハ イ エナ」

筆者 は、1979年7月 か ら1980年3月 の期 間 に実施 した最 初 の参 与 観

察 調 査 以 来 、南 西 ケ ニ アの キ プ シギ ス の 人 々(1)の 問 で、 今 日 ま で25

次 の参与 観 察 を実 施 して きた。 こ こに披露 す るの は、 そ の第1次 の フ ィ

ール ドワー クで採 話 した、 キ プ シギ ス版 「託 宣 の避 けえ な い実現 」 物語

の0話 型 で あ る(2)。 資 料 の公 正 さを担 保 す る と と もに、 他 の研 究 者 に

参照 の便宜 を図 るた め に、 テ ープか ら起 こ した キプ シギ ス語 の テ クス ト

の原 文 も合 わせ て収録 して お こ う(3)。

1.ハ イ エ ナ の託 宣 と双 子 の運 命(1)キ プ シ ギ シ ス 版

《話A一 話 型1:ハ イ エ ナ の 託 宣 と双 子 の運 命(キ プ シ ギ ス)》

Kikwammoetnebochikoikeny.Kole,"lnawechisageiywek,

ilemogortumkwony".KokichamkomikwonyinKipsigistheki-

chamkongenkochopsolotwek.

昔 の こ と、 あ る男 の 妻 の 陣 痛 が 長 引 い て 、 な か な か 子 ど もが 生 ま れ

な か っ た 。 男 は、 「占 い 師 に教 え を 乞 い に行 こ う。 こ の 妻 は 出 産 が 遅

れ て い る」 と言 っ た。 キ プ シギ ス の 人 々 の 問 に は、 こ う した妊 婦 を ど

う扱 え ば よ い か 知 って い る女 性(4)が い た もの だ 。

Kwochichikamanyun;kwokoititakong'ololchinakorkoiyot;

akkonyochichiany;koimenkomioret.
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男 は 占い師 ④ を訪 ね て、 ど うす れ ば良 いか話 し合 った。 そ の帰 り

道 、 日は も うと っぷ りと暮 れて いた。

Koyukoimenanyun,kokaschichikimagetokkong'ololonu,

Koleage,"Weriwee,kanyanookakotumsoloikanoo?"Kolwol-

chianiingokole,"Eee,kakotum".Kolenchi,"Kakicharnee?"Ko-

lenchi,"Kakicharkirgitakiywoget".(Ng'etetakchepto).

夕 闇 の 中 で 男 は ふ と ハ イ エ ナ た ち と行 き 合 っ た が 、 そ の 時 ハ イ エ ナ

た ち の 声 が 耳 に 入 っ て き た 。 一 頭 が も う一 頭 に 向 か っ て 言 っ た 。 「相

棒 、 お 待 ち よ 。 あ の 女 は 、 も う子 ど も を 産 み 終 え た の か い 」。 相 手 は 、

「あ あ 、 も う産 ん だ よ 」 と 答 え た 。 「で 、 ど っ ち か ら採 血 し た(男 の 子

か 女 の 子 か ど ち ら を 産 ん だ)の か い?」 。 「雄 牛 と 雌 牛 か ら採 血 し た

さ」。(つ ま り 、 男 の 子 と女 の 子 の こ と だ)⑤ 。

KotakotepIngokole,"Kemorchiano?"Komichichianyketit.

Kankokasankimagetokkong'olonukolany.KoleIngoanyun,

"Kamorchikobaingosoet
,01ebomuren;kobaringoiyotetchep-

to"

一 方 が さ らに尋 ね た
。 「で、 そ の 子 らの行 く末 を ど う決 め た ん だ

い?」 。男 は、 ハ イ エ ナ た ちが近 づ いて来 たの で、 木 に よ じ登 って 彼

らの話 の続 きを聞 い た。相 棒 が答 え た。 「男 の子 は野 牛 に殺 され、 女

の子 は産 褥 死 す る こ とに決 め た の さ」。

Kobaanyunkimagetok.Konyochichikan;ngoituimankoka-

tumkwondoagokosichimansimotonik;ne'tetIngo,kochepto

Ingo.Kosisigechichi;machamkomwang'alechuagoikoyekitu
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lagochu.

ハ イ エナた ち は傍 らを通 り過 ぎて行 った。 男 が家 に帰 り着 いて み る

と、実 に妻 が子 ど もを産 み終 え たばか りで 、赤 ん坊 は話 の通 り双子 だ

った 一方 が男 の子 、 他方 が女 の子 の。 男 は、 子 ど もた ちが成長 す

る までハ イ エ ナた ち の話 をず っと胸 に潜 めて いて、 他人 に話 す こ とは

なか った。

Koburanyunkotakaikitumchepto.Kotunkoborekotum,ko-

bagachlakwet,motumkomekwonyikan.Kele,"Ongeribany

olebamuren;motatokwoborietapsoenik".Keribanymokichom-

chinkwo.

娘 は 成 長 して(イ ニ シ エ ー シ ョ ン を 受 け)結 婚 し た 。 そ し て 身 籠 も

っ た が 、 分 娩 の 最 中 に 命 を 落 と し た 。 そ こ で 、 人 々 は 言 い 合 っ た 。

「こ の 男 の 子 を 野 牛 狩 り に 連 れ て は 行 く ま い 。 皆 で 守 っ て や ら ね ば 」。

こ う し て 、 若 者 は 野 牛 狩 り に 行 く こ と を 禁 じ られ た 。

Iletunkeoso.Ingomurukaalegem,yebokererukebar.Kele,

"Ngapkakomesoetingonyokwokoswa" .Konyokwoanyun.

Kwokoititako,kakiborchiolemochekochemukusu.rtekwoany

chichikan;nikoborekoetkolekorichkipriche.Koororyotchichi-

kan;kotorkuinetapsoet.Komechichikanakine.

あ る時、 一一頭 の野牛 が 狩 り立 て られ た。 野牛 は谷 に程 近 い彼 らの住

ま いの辺 りまで追 い詰 め られ、 そ こで仕留 め られ た。 その野牛 は既 に

息絶 え たの だか らと、若 者 も見物 を許 されて 出掛 けて行 った。 死 ん だ

野 牛 の近 くま で来 た時 に、若 者 は キ プ リチ ェ イ ッ ト草 の葡 旬 茎 に足

(先)を 取 られ た。 そ して、 そ の まま野 牛 の角 の上 に倒 れ込 んだ ので、
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角 が彼 の胸 を刺 し貫 き、 そ の場 で彼 を殺 した。 こ う して若 者 もまた命

を落 と した のだ。

Komeanyunkouyukikamwakimagetok.Chonkoatindonik-

apkimagetokchekigosemokibore,kelekikigeer.

Kimagetokolekigigaste,kokikilemenyeakichekng'wony

kouoiik.

こ の 若 者 は ハ イ エ ナ が 定 め て お い た 、 ま さ し く そ の 通 り の 仕 方 で 死

ん だ わ け だ 。 わ し ら に は 聞 い た 話 で 、 こ の 目 で 見 た の で は な い が な 。

こ れ も ま た 聞 い て い る こ と だ が 、 ハ イ エ ナ は 地 下 で は 祖 霊 と し て

(地 上 の 人 間 と そ っ く り に)暮 ら して い る そ う な 。

2.ハ イ エナ の託宣 と双子 の運 命(2)ナ ンデ ィ版

前 節 に掲 げ たハ イ エ ナ話 は、 「獣 葬 」 とで も呼 べ るキ プ シギ ス人 の伝

統 的 な葬 送 儀 礼 や他 界 観 に強 く結 び っ いて い る。 た だ し、1905年 に、

彼 らの土 地 が英 国 に よ って 植 民 地化 され た結 果 、 「獣 葬 」 は その後 暫 く

して禁 じられ、 やが て完 全 に廃 れ て しま った。

キプ シギス の領 土 が植 民 地化 され るまで は、 キプ シギ ス人 は牛 牧 の民

だ った。(散 村状 に点 々 と散 開 す る)近 隣集 団 ごとに次 々 と転 住(migra-

tion)を 繰 り返 したが、 人 々 の遺 体 は(そ の時 点 の)近 隣集 団(散 村)

の外 の藪 に運 び出 して置 き去 りに した。 そ して、 慣習 法 の定 め に則 って、

暫 く後 に家 族 の男 性 が そ の藪 を訪 れ て、 遺 体 が ハ イ エナ(か ジ ャ ッカ

ル)に 持 ち去 られ て い る こ とを確 認 した。 も し、数 日中 にそれ が実現 し

て いな い と、 牛 を屠 って そ の肉 を遺体 の傍 らに添 え置 いて、 わ ざ とハ イ

エ ナの関心 を引 いた。 そ れで もな おハ イ エ ナが遺 体 を食 わ な けれ ば、 そ

の死者 は誰 か の手 で邪 術(sorcery)に よ って殺 され た のだ と見 倣 され、
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犯 人 を探 し出 して制裁 を加 え た ので あ る。

ハ イ エ ナ は、土 豚(aardvark)が 使 い捨 て た古 い巣 穴 を 自 らの巣 穴

と して利 用 す るが、 こ う した穴 住 み の 習性 も手 伝 って、 人 間 の(遺 体

と)霊 魂 を地下 の他 界へ と運 んで行 く乗 物(媒 体)だ と見 な されて きた。

しか もハ イ エ ナ は、 しば しば人 闇 の笑 い声 を強 く連想 させ る仕 方 で 鳴 く。

そ れ ゆ え に キ プ シギ ス の人 々 は、 ハ イ エナ は人 間 と同 様 に言 語 を話 す

(唯一 の生 き物 だ)と 信 じて きた。 こ う した諸 要 素 が幾 重 に も重 な り合

って複 合 した結 果 、 ハ イ エ ナが地 下 で は祖 霊 に姿 を変 え、 そ の祖霊 た ち

が地上 の人 間 と同 じよ うに暮 ら して い る とい う信 仰 が育 まれ て きたの だ

と判 断 で きよ う。

キ プ シギ ス人 の間 に は、幾 っ ものハ イ エナ話 が伝 え られ て い る[小 馬

2003:115-135、Orchardson1961:126-127]。 そ の 中 に は、 ま るで 記 紀

神 話 の 「山幸彦 物語 」 を彷彿 とさせ る、次 の よ うな話 が あ る。 す なわ ち、

或 る男 が他 人 か ら借 りた槍 でハ イエ ナを突 き刺 した ところ、 そ のハ イ エ

ナ は身 体 に槍 を帯 びた ま ま巣 穴 に逃 げ込 んだ。 男 が な お もハ イ エ ナを追

って行 くと、 やが て地 上 と同 じよ うな世 界 が現 れ た。 そ の住 人 の中 に は

自分 が知 って い る死 者 た ちが 混 じって いて、槍 で傷 っ い た仲 間 の0人 か

ら、彼 らが例 の槍 を取 り戻 して くれ た。 そ して、 や がて男 は別 の穴 を通

って地 上 の世 界 へ と無 事帰 還 す る。 この男 が他 界 の土 産 と して貰 った物

が 、(潮 満 珠 ・潮 干 珠 や 〔浦 島 の〕 玉 手箱 の類 で は な く)莫 だ った[小

,馬2003:127-13X]。

この話 の別 の話 型 や類話 が幾 っ もあ る事 実 か らも、 先 に原 テ キス トご

と引用 した 「ハ イエ ナの託 宣 と双 子 の運 命」 とで も名付 け得 る物 語 が、

キ プ シギ スの人 々 の心 に深 く根 を下 ろ した もので あ る ことが理 解 され る

で あ ろ う。

今 日、 キ プ シギ ス人 は、 ケ ニ アで第4の 規模 を もっ大 民 族集 団で あ る
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カ レン ジ ン人 を構 成 す る最 大 の民 族 で あ り、且 っ その 中で最 も南 に位 置

す る民 族 で あ る。 ケ ニ ア植 民地 とい う新 た な国家 的 な枠 組 み の中 で偶 々

首 都 ナ イ ロ ビで 学 窓 を共 にす る こ と に な っ た、 ア フ リカ大 断 層 渓 谷

(AfricanRiftValley)地 帯 各 地 の エ リー トた ちが、 自分 た ち の言 語 と

文化 に強 い共 通性 が あ るこ とに気 付 いて、俄 に政 治 的 な霊感 を得 た。 カ

レン ジ ン とは、 こ う して彼 らが1940年 代 に始 めた超 民 族 形 成 運 動 の結

果生 まれ た、新 たな複合 的民族 集 団 なの で あ る。 この運 動 は、 その急 激

な発 展 の ゆ え に、 「カ レ ンジ ン現 象 」(Kalenjinphenomenon)と 呼 ば

れ て い る[Kipkorir1973:69-88]。

た だ し、 キ プ シギ ス に は、 そ れ以前 か ら 「我 々 は一 っ 」 と言 い合 って、

固 い団結 を誇 って来 た 「兄 弟 民族 」 が あ った。 キ プ シギ ス人 に接 して そ

の北 側 に居 住 す る、 カ レ ンジ ン民 族群 第2の 大 民族 、 ナ ンデ ィ人 が それ

で あ る[Konユma1998:186-196]。 そ の ナ ンデ ィ人 の 間 に も、 「ハ イ エ

ナの託 宣 と双子 の運 命」 物 語 の異 版 が伝 え られて い る。幸 い、初 期 の行

政人 類 学 者 で あ るA.C.ポ リスが、20世 紀初 頭 の段 階 で、 そ の物 語 を記

録 して い る ただ し、 ナ ンデ ィ語 の原 テ クス トは提 示 されて いな い。

次 にそれ を全文 引用 して お こ う。

《話A一 話型2:ハ イ エ ナの託宣 と双 子 の運 命(ナ ンデ ィ)》

昔 の こと、 あ る女 が子 ど もを産 もう と して いた が、大 変 な難 産 にな

った。 夫 は、 助 言 を求 め よ うと呪 医 の もとを訪 ね て行 った。 そ の留守

中 に、二 頭 のハ イ エナが 彼 の家 の戸 口にや って来 て、 内側 を覗 き こん

だ。二 頭 は、 そ の帰 り道 で もう0頭 のハ イ エ ナ に出会 うと、 あ る女 が

双 子 を産 ん だ の を見 て来 た と告 げ た。 す る と、三 頭 目のハ イ エナ は、

こ う言 った。 「哀 れ な者 た ちよ。 一 人 は野 牛 の お蔭 で 命 を落 と し、 も

う一 人 は産 褥 の床 で死 ぬ のだ」。 彼 女 の夫 は、 そ の時 にそ の場 を通 り
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かか って、 ハ イエ ナた ち の話 を聞 いて しま った。 彼 が家 に辿 り着 い て

み る と、 妻 は双 子 の母 に な って いた 一 人 が男 、 もう一人 が女 の双

子 の。 男 は、 ハ イ エ ナた ちが 自分 の妻 と子 ど もた ちの こ とを話 し合 っ

て い たの だ と合 点 した。

幾年 かが経 って、 子 ど もた ちが成 長 して割礼 を受 け、娘 はす ぐに嫁

に行 った。 だ が、程 な く して、 出産 の最 中 に命 を落 と して しま った。

父 親 は、 ハ イ エナ た ちが話 して いた事柄 を思 い出 したQそ して、息 子

の息災 と安 寧 に細心 の注意 を傾 け るよ うに な った。

あ る 日の こと、男 と息子 が放 牧 地 で牛 を追 って い る と、勿 然 と一 頭

の野牛 が 牛 の群 の中 に姿 を現 した。戦 士(息 子)は 、 その野 牛 を殺 そ

うと した。 だ が、 ハ イ エ ナた ちの預 言 を思 い起 こ した父親 は、息 子 を

制 止 して そ の場 に居 残 らせ、 幾人 か の友 人 た ち と自分 とで野 牛 を仕 留

め た。 男 は、 そ の獣 が 足下 に くず おれ て い るの を見 て、喜 び勇 ん で叫

ん だ。 「オ ー、 どん な もん だ、 ハ イ エナ ど もよ。 わ しゃ、 お前 た ち を

打 ち負 か して や ったぞ」。 と ころが、 息 子 が 死 ん だ野 牛 を見 よ う とや

って来 て石 に蹟 き、 野牛 の上 向 きの角 の上 に もん ど り打 って倒 れ込 ん

だ。 そ して、 そ の角 は彼 の身体 を突 き抜 けて、彼 の命 を奪 った。

[Hollis1909:103-一 一一104]

語 り口や、 ハ イ エ ナの頭 数 、若 者 が足 を取 られ た物 、 あ るい は双 子 の

父 親 の振 る舞 いの一 部 な ど、 仮 に細部 に些 か の差異 が認 め られ るに して

も、 キ プ シギ ス とナ ンデ ィの これ ら二 っ の 「ハ イ エ ナの託 宣 と双 子 の運

命 」物 語 が 同0の 構 造 を もっ こ とは、 あえて綿 密 に構 造分 析 を試 み るま

で もな く、誰 の 目に も明 らかで あ ろ う。
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二 、 オイデ ィプ スの神 話 と悲劇

カ レ ンジ ン民族 群(キ プ シギ ス人 、 ナ ンデ ィ人)の この よ うな 「ハ イ

エナ の託宣 と双子 の運 命」 物 語 は、 私 たち の よ うに西 欧 的 な歴史 と伝統

の中 で育 って い ない者 に さえ も、 即座 にギ リシア(都 市 国家 テ ーバ イ)

のオ イデ ィプ ス物 語 を連想 させ ず に は いな いだ ろ う。

それ らの物 語 の始 ま りに は、 まず託 宣 に よ る赤 ん坊 の運 命 の決 定 が あ

る。 そ して、 それ を回避 しよ うとす る人 間 の強 い意 志 と細 心 の心 遣 い に

もか か わ らず、常 識 的 に は起 こ りえな い はず の ことが ま さ し く予 定通 り

に生 起 して、厳 然 た る現 実 と化 して しま う。 この よ うに一 般化 で きる類

似 の モ チ ー フ とプ ロ ッ トを両 者 が共 に も って いて、 それ が聞 き手(読 み

手)に きわ めて よ く似 た 印象 を与 え るので あ る。

1.人 間 的事 象 の考 察 と 「多配 合 的」 な分類

しか しな が ら、 冷静 に分 析 を加 え れ ば、 両 者 に は安易 に看 過 で きな い

相 違 点 が あ る。 まず何 よ り も、 託宣 が指 し示 す運 命 の内容 が大 き く異 な

って い る。 その0方 は双 子 の赤 ん坊 の天逝 とその死 に様 の指定 で あ り、

も う一 方 は赤 ん坊 が(成 長 して)や がて父 親 を殺 して母 親 を犯す こ とで

あ る。 どち らの話 で も託 宣 が成 就(実 現)し て等 し く悲 劇 を もた らす と

して も、 そ れが帰結 す る もの の隔 た りは決 して小 さ くな い。

そ れで は、小 稿 の よ うに この両者 を 「託 宣 の避 けえ ない実現 」 とい う

モチ ー フを もつ物語 と して0括 りに して論 じるの は、抽 象度 を高 め た恣

意 的 な操 作 で あ って、 それ ゆ え に無 謀 で不 当 な試 み と見 倣 され るべ きな

の だ ろ うか。 いや、決 して そ うで はな い。

結果 と して もた らされ る運 命 の内容 に差 が あ るに も関 わ らず、 これ ら
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二 っ の物 語 が きわ めて よ く似 て いる とい う強 い実感 は、恐 ら く.:人 否

定 で きな いの で は ないだ ろ うか。 こ う した経 験 が生 まれ る決 定 的 な原 因

は、他 で もな く、今 考察 して い る対象 が人 間 とその知覚 や認識 、 あ る い

は判 断 に関 す る事 象 で あ る こ と、 つ ま り自然 現 象 で はな く社 会 的 ・文化

的 な事 象 で あ る ことに あ る。

人 間 的 な経 験 は大 概 きわ めて=複合 的 で、各 部 分 が統 合 されて一 っ の全

体 をな し、 しか も各 部 分 は相 互 的 に 自他 の あ り方 を規 定 し、 且 っ そ の事

実 に よ って規 定 され て い る。 それ ゆえ に、比 較 の対 象 とな る特定 の諸要

素 は経 験 の全 体 か ら簡単 には切 り離 せず 、比 較 す る場 合 に も緩 や か に重

ね合 わ す しか な い。 翻 って言 え ば、 だ か ら幾 っ か の要素 の重 合 が可 能 な

事 例 で は、僅 か にそ の事 実 だ けを も って して も十分 に似 た印象 を与 え る

こ とにな るの だ。

こ う した関係 的 な人 間論 の(言 い換 えれ ば人 類学 的 な)脈 絡 にお いて、

人 類 学 者R.ニ ー ダ ム は、人 間現 象 と して似 て い る と感 じられ て い る複

数 の対 象 、 つ ま り社 会(文 化)的 事 実 の集 合 の複数 の構成 要素 は、 互 い

に緩 や か に重 な り合 う状況 に あ るのだ と言 う。 そ して、 これ を 「多 配合

的 」(polithetic)な 分 類 と呼 ん だ[Needham1981:1-4]。 くわ え て ニ

ー ダム は、 それ らの集 合 の間 に は、 そ の全 て に共通 す る特 性 とな る特定

要 素、 言 い換 えれ ば集 合形 成上 必 須 とい え る要 素 が た だの一 っ もな い場

合 す ら時 に はあ るの だ と、 きわ めて重 要 な指 摘 を して い る。 す な わ ち、

それ らの集 合 同士 は互 い に少 しづっ ず れ なが ら、任 意 の ど こか の部 分 で

散 発 的 に重 な り合 い、接 し合 う ことを繰 り返 す こ とで、全 体 的 に緩 や か

な集 合 を成 す ので あ る。 これ に反 して、 自然 的事 実 の分 類 の場 合 は、集

合 を構 成 す る要素 は どれ も幾 っ か の共 通 の特 性 を等 しく分 か ち もって い

る。 そ して、 その状 況 こそが 自然 的事 実(に 固 有)の カ テ ゴ リーを成立

させ て い るので あ る[Needham1981:1-4]。
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(そ う した本 質 的 な違 い に無 頓 着 な)西 洋 の哲 学 は、従 来 、 あ る集 合

とは最 低 で も0っ の共 通 の特 性 を分 か ち もっ もの だ と概 念規 定 して きた。

しか しなが ら、 人 間 の(社 会 的 な)経 験 要 因 が雑 多 な成 り立 ち を もっ 以

上 、人 間 的(社 会 的 ・文 化 的)な 事 実 を考 察 す るに当 た って は、(西 洋

哲 学 の分 類 法 で は な く)「 多 配 合 的」 な分 類 を用 い な けれ ば な らな い。

ニ ー ダ ム は、 人 類 学 に固 有 の立 場 か ら、 この よ うに大 胆 な主 張 を した

[Needham1981:1-4]。

筆者 は人類 学 徒、 っ ま り関 係 と して の人 間 的事 実 を研 究 す る者 の0人

と して、 そ して また社 会 を生 きる一 個人 と して の実 際 の経 験 に基 づ いて、

ニ ー ダ ムの この見解 を強 く支 持 す る。 つ ま り、 も しこの見地 に立 っ とす

れ ば、 「ハ イ エ ナ の託 宣 と双 子 の運 命 」物 語 とオ イ デ ィプ ス物 語 とは、

「託 宣 の避 けえ な い実 現 」 と い うモ チ ー フを核 と して、 さ らに他 の幾 っ

か の特 性 とな る要素 を も共 有 して い る以 上 、 む しろ十 分 に(「 多配 合 的 」

に)重 な り合 って い る と判 断 で きるので あ る。

本節 で は、 まず以 上 の分 類 と比 較 に関す る理 論 的 な前提 を確認 してお

きた い。 そ の うえで、 次節 で は、 オ イ デ ィプ ス物語 を具体 的 に検討 しよ

う。

2.託 宣 の実現 と 「預 言 の 自己成就 」

ソフ ォ ク レス(や エ ウ リピデス)に よ って ギ リシア悲劇(よ り正 確 に

はア ッテ ィカ悲劇)に 仕立 て られ たオ イデ ィプス神 話 の筋 立 て は、 外部

に は ほ とん ど知 られ て い ない ケ ニア の カ レ ンジ ン民族 の 「ハ イ エ ナの託

宣 と双 子 の運 命 」 の物 語 と は対照 的 に、 人 類史 上最 も有名 で、 また最 も

巨大 な影響 力 を もって い る話 の一 っ だ。 しか も、 その原型 で あ るテーバ

イ神話 群(の 構 成要 素 と して それ に埋 め込 まれ た オ イデ ィプ ス神話)は 、

レ ヴ ィ=ス トロ ー ス が そ れ を 水 際 立 っ た手 法 で 構 造 分 析 して み せ
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[Levi=Straussl963:202-228]、 神 話 研 究 に画 期 的 な次 元 を もた らす

先鞭 とな った こ とで もよ く知 られ て い る。

それ ゆ え、本稿 で はその筋 立 て を事細 か に論 じる こと も、 また テ ーバ

イ神話 と ソフ ォ ク レス の悲 劇 『オ イ デ ィプ ス王 』 の細 部 の異 同 を云 々す

る こと も、 あえ て差 し控 え た い。 こ こで は、 「多 配 合 的」 な分 類 に依 拠

す る本 稿 の方 法 に則 って、 オ イ デ ィプ ス物語 の粗 筋 の要 点 を、 以下 に ご

く簡潔 に確認 す るだ けで十 分 で あ る。

《話B:オ イデ ィプス物語(古 代 ギ リシア)》

ギ リシアの都 市 国家 テーバ イの王 ライ オ ス と王妃 イ オ カス テの間 に、

初子 と して男 児 が生 まれ た。 ライ オ ス は、 も し子 ど もを設 けれ ば、 そ

の子(男 児)が や がて父 親 で あ る ライオ スを殺 し、 母親 を犯 す だ ろ う

とい う託 宣(神 託)を 前 もって受 けて い た。 それ ゆ え に、 生後 間 もな

くそ の 嬰 児 を殺 そ う と した ラ イ オ スだ っ たが 、(妻 の 助 命 嘆 願 を容

れ、)こ の子 の躁 を鋲 で 刺 し貫 いて 山 中 に遺 棄 した。赤 ん坊 は、 そ の

傷 に因 ん で、 オ イデ ィプ ス(脹 れ足)と 名 付 け られ る。

オ イ デ ィプ ス は運 よ く救 わ れ て、子 ど もの無 か った コ リン トス王 ポ

リュボ ス とそ の妃 ペ リボイ アの子 ど もと して、 出生 の秘 密 を隠 して愛

育 され る。 やが て逞 しい青年 に成 長 した オ イデ ィプ ス は、 あ る時、 デ

ル フ ィの アポ ロ神 殿 を訪 れて託 宣 を請 う。 この場 合 も、託 宣 の 内容 は、

ライオ スがか つ て得 た もの と寸 分違 わ なか った。

恐 ろ しい運命 が実 現す る ことを回避 しよ う と、 コ リン トスを後 に し

て デル フ ィか らテーバ イ方面 へ と出奔 したオ イ デ ィプ ス は、 そ の途 中

の 山中 の狭 い道 で ライオ ス と出会 って い さか い、 実父 とは知 らず に殺

害 す る。 次 いで、 オイ デ ィプス は、 ス フ ィ ンクスが掛 けた謎 を解 いて

この怪 物 を 自殺 に追 い や る(6)。 彼 は、怪 物 退 治 に深 く感 謝 す る市 民
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《情報≦預言》

イオカステ

0

オイデ イプス ム

《テーバ イ》

《実在》

ライ オス ペ リボイ ア

一 △ Q △

【遺棄】

〉

く

【出奔】

ム オイ

)〉 《コ リ ン

ム ポリュボス

ム オイデイプス

【図1】 オ イデ ィプ ス物 語 のパ ー スペ ク テ ィヴ

に推 挙 され て テ ーバ イの王 にな り、 法 の規定 に則 って前王 の妃 を 自 ら

の妃 とす る。 か く して、 託宣 が実現 す る こ とにな った。

筆 者 に よ る物語 の内容 と展 開 の この よ うな要約 を わか りやす く整 理 す

るに は、次 の よ うな概念 図(【 図1】)が 多 少 と も役 に立 っ だ ろ う。

オ イ デ ィプ ス物 語 は、 古 代 ギ リシアの悲劇 作 家 や そ れ に続 く各 時代 の

文 学 者 た ち だ けで な く、 精 神 分 析 学 を創 始 したG.フ ロイ トに も霊 感 を

吹 き込 ん で、 オ イデ ィプ ス ・コ ンプ レ ックス とい う、 夙 に名 高 い仮 説 を

結 晶 させ た。 それ は、両 親 との濃 密 な三項 的 関係 の 中で、 最 愛 の母親 の

愛 情 を恣 にす る父 親 に激 しい敵 意(殺 意)さ え抱 きなが らも、母 親 に深

く敬 愛 され て い る父 親 を倣 うべ き ロール ・モデ ル と して 自己形成 を図 っ

て ゆ くとい う、息 子 の葛 藤 す る心理 の機仔 を図式 的 にモ デル化 した もの

で あ る ⑦。

社 会学 者K.ボ ー ルデ ィング は、(適 切 に も、 ユ ングを一 蹴 して退 け る

一 方)「 フ ロイ トは
、文 学 的 あ る い は人 文 科 学 的 な洞 察 と科 学 の綿 密 な
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観 察 技術 とを創 造 的 な方 法 で結 びっ けた人 間 の立 派 な例 で あ る」 と評 し

て い る[ボ ール デ ィ ング1967:54]。 確 か に フ ロイ トは、 この モ デル に

よ って、 科 学 の対 象 と して人 間 を外 側(人 格)か ら客観 的 に把 握 しよ う

とす る と と もに、 自 らも独 自の一 回的 な生 を生 き る者(個 人)と して心

の内側 か らも同 時 に人 闇 を把 握 しよ う と努 め た と言 え よ う。彼 の人 間把

握 の方 法 に は、 関 係性 と して の人 間 の学 で あ る(最 も広 い意 味で の、 っ

ま り人類 学 な ど も含 む)社 会 学 の精 神 に よ く通 じる一 面 が あ る。

す る と、 社 会 学 者 作 田啓 一 が、短 いが誠 に犀 利 な評 論[作 田1986]

を物 して オ イ デ ィプス物語 の魅 力 に肉薄 しよ う と したの も、決 して偶 然

で はなか っただ ろ う。 この評 論 で、 作 田 自身 もま た、 人 間理 解 の ため の

外 側 の道(「 〔社 会 〕科 学 的 法 則 」)と 内側 の道(「 美 学 的法 則」)の 両 方

か ら、 オ イ デ ィプ ス物 語 が体 現 して い る不 滅 の迫 力 の よ って きた る秘 密

を解 き明か そ うと した といえ る[作 田1986:84-85]。

この評 論 によ る と、 作 田 を オ イデ ィプス物語 の考 察 へ と誘 ったの は、

実 はW.1.ト マ ス の公理 を用 い た具体 的 な事 例 の分 析 か ら(中 範 囲 の理

論 で知 られ る)社 会 学 者R.K.マ ー トンが 導 い た、 「預 言 は それ 自体 を

実 現 す る」(預 言 の 自 己成 就)[マ ー トン1959:382-398]と い う社 会 学

的 な命 題 をめ ぐる思 索 だ った。

人 間 とは、 状 況 だ けで な く、 む しろそ れ以上 に状況 に与 え られ た意 味

(定義)に も反 応 す るので あ り、 そ の反 応 に よ って新 た な現 実 が創 りだ

され るのだ と、 マ ー トンは言 う。 彼 が挙 げたそ の具体 的 な一 事 例 は、 黒

人 は労 働組 合 員 と しての適 正 を欠 くの で ス ト破 りに走 る とい う、米 国 の

白人 労 働者 た ち の独 善 的 な預言 の 自己成 就(実 現)だ った。 根拠 の薄 弱

な こう した黒 人 の社 会 的性 格 の決 めっ けが まか り通 った結 果 、後 に実 際

に ス トが起 きた際 に、 会社 側 は(そ の決 めっ けの ゆえ に組 合 か ら排 除 さ

れ て いた)黒 人 を 自陣 に引 き入 れて 防衛 す る こ とにな った。 その結 果、



i$

黒人 は ス ト破 りをす る とい う白人 た ちの預 言 が現実 化 したので あ る。 こ

の種 の逆説 的 な因果 連鎖 を防 ぐに は、 皮 肉 に も最初 の預言(定 義)そ の

もの を反 古 にす る以 外 に手 はな い。

作 田 は、 マ ー トンの命題 の面 白 さの一 つ は、現 実 に関 す る(例 え ば唯

物 論 の反 映論 の ご と き)素 朴 な リア リズ ム、言 い換 えれ ば現 実 は ど この

誰 に対 して も一 っ き りだ とい う常 識 を否 定 す る と こ ろ に あ る と言 う。

(状況 それ 自体 以上 にそ の)状 況 の定 義 に沿 って 次 の新 たな現 実 が 生 じ

るの だか ら、存 在 が意 識 を規 定 す るの で はな く、 む しろ逆 に意識 が存 在

を規定 す る とい うわ けだ。

しか し、 す る と状況 へ の意 味付 与(定 義)は 、個 々人 の意識 の あ り方

によ って千 差万 別 にな りか ね な い ことに もな ろ う。 と ころが 、 む しろ実

際 に は、 誰 の 目に も当該 の状 況 が 同 じに見 え るの が常 だ。 この経験 的 な

事 実 は、 実在(そ の存 在 をマ ー トンは否定 しない)に 対 す る意 味 付与 の

仕 方 が社 会 的 にパ ター ン化 されて い る と考 え れば納 得 が ゆ く、 と作 田 は

考 え て い る。 す る と、 こ こに文 化 人 類 学 者R.ベ ネ デ ィ ク トらの 「文 化

の型 」 の理 論 や、 ゲ シュ タル ト心理 学 の理 論 との接 点 を見 いだす ことが

で きるだ ろ う。

以上 の よ うな、 あ る結果 を回避 しよ うとす る行 為 が そ の回避 され るべ

き結果 そ の もの を もた ら して しま うとい う諸行 為 の因果 連 鎖 は、 広 く社

会学 で い う 「意 図 しな い結 果 」 の概 念、 あ るい はマ ー トンの潜 在機 能 の

概念 で把握 す る ことがで きる。 そ れで作 田 は、 これ を 「科学 的法則 」 で

あ るとす る。

他 方 、 作 田 が同 時 に オ イデ ィプス物語 に見 出 した の は、 マ ー トンの命

題 と同 じ構 造 を もっ が それ以上 の もの、 す なわ ち行為 の ア イ ロニ カル な

因 果連 鎖 だ った。 彼 は、 そ の ア イ ロニ ーが もた らす一 層 の面 白 さは、 い

わば 「美学 的法則 」 で あ る と述 べ て い る。
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託 宣 や預 言 は一 つ の情 報 だ が、 実在 とは当初 大 き く乖 離 して い て、 そ

れ ゆ え に途 轍 もな い紛 い物 の よ うに見 え る。 と ころが、 運 命(託 宣 ・預

言 の 内容)の 実現 を回 避 しよ うとす る行 為 が直接 の原 因 にな って、 あ る

時 か ら両 者 が急激 に収敏 し始 め て、 つ い に劇 的 な形 で遭 遇 して重 な り合

う。 か くして、異 次 元 の ものが俄 に遭 遇 す る現 場 に実 際 に立 ち会 った者

た ち は、 そ の意外 性 に心 底 驚 か され 、 きわ めて 強 く心 を打 たれ る経験 を

す る。 それ は、 いわ ば美学 的 な驚 きな のだ。

マ ー トンが 自 ら挙 げて い る数 例 の中で も、 先 に要 約 して紹 介 した黒人

の ス ト破 りの預言 の事 例 には、 オ イ デ ィプ ス物 語 の美学 に通 じる要素 、

つ ま り異次 元 に属 す る もの(情 報 と実 在)の 意 表 を突 く俄 な遭遇 とい う

相 同 の構 造 が あ って、(マ ー トン自身 が は た して 自確 して い るか ど うか

は判 らな いが)そ れが マー トンの命題 に一 層 の面 白 さ と発 見 的 な力 を与

えて い る と、 作 田 は解 題 して い る。

翻 れ ば、作 田 の この社 会 学 的 な考 察が 、 オイ デ ィプ ス物 語 の文 学(美

学)的 な理 解 と鑑 賞 の試 み にっ い て も霊 感 を恵 ん で くれ る ことにな るだ

ろ う。 っ ま り、洞 察 の また とない手掛 か り とな り、 我 々の省 察 に一 層 の

奥 行 きを与 え て くれ るよ うに思 わ れ るので あ る。

三.オ イデ ィプ ス型 の様 々な物 語

前 章 で明 らか に した、 オ イ デ ィプ ス物 語 の美 学 的 な法則 を孕 む構造 は、

諸要 素 の アイ ロニ カルな 因果連 鎖 か らな って い る。 もう一 度 確認 して お

けば、 そ こで は、 「異 次 元 に属 す る もの」 で あ る相互 に乖離 した情 報 と

実在 とが 、 そ の収 敏 を回避 しよ うとす る行為 を直接 の契 機 と して俄 に収

敏 し始 めて、 っ い に急転 直下遭 遇 す る。

ただ し、物 語 の こう した構造 は、 な に もオイ デ ィプ ス物 語 が専 有 して
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い るわ けで はな い。 実 は、 筆者 の知 る限 りで も、世 界 の互 い に相 隔 た る

幾 っ か の地 域 に、 そ う した美学 的 な法 則 を組 み込 ん だ構 造 を もつ類 似 の

物 語 を見 出す ことがで きる。

この事 実 の一端 は、第 一一章 で紹 介 した東 ア フ リカの キ プ シギ スや ナ ン

デ ィの 「ハ イ エ ナの預言 と双 子 の運命 」話 によ って、 既 に示 した通 りで

あ る。 本章 で は、他 の地 域 の事 例 を幾 っ か具体 的 に取 り上 げて、 さ らに

議 論 を進 め た い。

1.鳥 の言 葉 を解 す る道士 と双 子 の運 命

一 読 して、 ケ ニ アの カ レン ジ ン民族 群(の キ プ シギ ス、 ナ ンデ ィ)の

ハ イエ ナ話 に とて もよ く似 て い る と思 わせ る、 中 国 の話 を まず最 初 に引

用 しよ う。 そ れ は、 清 代 初 頭 に 当 た る17世 紀 後 半 に蒲 松 齢 が 著 した

『耳卯斎志 異 』 巻十 の悼尾 に置 か れ た、 「鳥語 」 とい う話 で あ る。

《話C:鳥 の託 宣 と双 子 の運命(中 国)》

その物 語 は言 う。或 る時、 鳥 の言 葉 を解 す る道 士 の傍 らに立 っ木 の

上 で、 偶 然雀 が鳴 いた。人 々 は、鳥 が何 と言 って い るの か と彼 に尋 ね

た。道 士 の返 答 は、次 の よ うだ った。

「雀 は こ う言 った ん じゃよ、 『六 日に生 んだ、 六 日に生 ん だ、十 四、

十 六 に ゃあ死 なせ て しま う」 って な。 この家 に双子 が うまれ たん じ

ゃろ う。今 日 は十 日だか ら、五 六 日の うち に、 たぶ ん両 方 と も死 ん

で しま うん じゃろ う」

たずね て み る と、 果 して双 子 で あ った。 ま もな く両 方 と も死 ん で

しま っが、 そ の 日がぴ った り と符 合 して い た。[蒲1959:112]
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(a)異 性 の双子 の誕 生 に臨 ん で、(b)天 逝 す る とい う彼 らの運 命 を、

(c)人 里 近 くに現 れ る生 き物 が、(d)密 か に語 って い る。(e)ふ と し

た偶 然 に よ って、(f)そ れ が情 報 と して人 間 に もた らされ る。 す る と、

(g)情 報 が告 げて い る運 命 が そ の通 りに実 現 して しま う(8)。

これ ら(a)か ら(g)の 諸 点 にお い て、 カ レ ンジ ンと中 国 の話 に は

著 しい共 通性 が あ る と言 え るだ ろ う。

こ こで比較 されて い るの は、0方 は東 洋 の大 帝 国 の優 れ た知 識 人 が著

した大 部 な書 物 中の一一話 で あ り、他方 は中央 ア フ リカ内陸部 の物質 文 化

に恵 まれ ず、 文字 ももた なか った転住 的(migratory)な 牧 畜 民 の 口頭

伝 承 で あ る。後 者 は、 少 な くと も19世 紀 半 ば まで は、 世 界 の他 の地 域

か ら隔絶 して暮 ら して い た。 ゆえ に、 中 国人 とキ プ シギ ス人 や ナ ンデ ィ

人 との 間 に、 直接 的 で あれ 間接 的 で あれ、 何 らか の歴 史 的 な影響関 係 を

想 定 す る こ とは、 事実 上 不可 能 で あ る。 そ れ に もか か わ らず、 上記 の よ

うに、両 話 の 「多 配合 的 」分 類 に よ る複 合 的 な共 通点 は決 して少 な くは

な く、話 の構 造 的 な同一性 を聴 き手 の心 に鮮 や か に印象 付 けず に はお か

な い。 そ の原 因 の解題 は後 に回 す と して、 こ こで は この事実 の意外 さ と

新 鮮 な印象 を まず は しっか りと心 に留 めて お きた い。 ,

なお、 両話 の 「人里 近 くに現 れ る生 き物 」 の異 同 にっ いて も、 ここで

簡 単 に触 れ て おか な けれ ば な らな い だ ろ う。確 か に、 「人 里 近 くに現 れ

る生 き物 」 と して括 って み たハ イ エナ と小 鳥(雀)と で は、 変 換項 の要

素 と して も属 性 にか な りの開 きが あ る よ うに思 え る。 しか しな が ら、

「霊 的生 物 」(soulanimal)と い う概 念 を導 入 す れ ば、 「預 言 の 自己 成

就 」 の物 語 の構造 そ の まま に、 ハ イ エ ナ と小 鳥 とい う表 面 的 には大 き く

隔 た り合 った要素 も俄 に収 敏 し始 め、忽 ち遭遇 す るの で あ る。

す なわ ち、 カ レン ジンで は霊魂 の乗 物 と して此 界 と異 界 を媒 介 す るの

はほ とん どの場 合 ハ イ エ ナだが 、 中国 や 日本 な どの東 ア ジアで は、通 例、
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鳥 、 あ るい は蝶 や蜂 や蛍 な どの 昆 虫 な ので あ る(9)。 さ らに言 い添 え れ

ば、 カ レン ジ ンで もまた(ハ イ エナ話 ほ ど数 が多 くはな い もの の)鳥 が

霊魂 の乗 物 とな って い る話 を、 筆者 自身 幾例 か採話 して い る。

ちな み に、 今 「霊 的生 物 」 に因 んで試 み た 「多配 合 的 」分 類 の意 外性

も、 や は り私 た ちを驚 か せて、 い さ さか の美 学 的 な感 興 に誘 って くれ は

しなか っただ ろ うか。

2.イ スパ ハ ンの死 神

次 に、 この節 で は、 ギ リシア に隣接 す る中近 東 の もので あ ると され て

い る、 類 似 の物 語 の事 例 を挙 げ て み よ う。 これ らの話 は、 同 じ く 「死

神」 話 で はあ って も、前 節 で取 り上 げた中 国 や カ レ ンジ ンの話 に較 べ る

と、(表 面 上 「死 神 」 が 登 場 しな い)オ イ デ ィプ ス物 語 にー 近 い とい

う印象 を与 え る もの に な って い る。 とい うの も、 や は りアイ ロニカ ル な

因 果連 鎖 が 際立 って い て、 「異 次 元 に属 す る もの」 で あ る乖 離 した情 報

と実 在 とが急転 直下 収敏 して見 事 に遭 遇 す るか らで あ る。 そ の構 造 が与

え る鮮 烈 な印象 は、 オ イデ ィプ ス物語 に似 て劇 的 な効 果 を もって い て、

同様 の強 い意 外性 を感 じさせ るの だ。

さて、 こ こで具 体 例 を提 示 しよ う。 フ ラ ンス の現代 思想 家 で 、先年 亡

くな ったJ.ボ ー ド リヤ ール が、 次 に 引用 す る話 を 「サ マル カ ン ドに死

す 」 と題 して、 自著 『誘 惑 の戦 略』 の第2部(「 表層 の深淵 」)に 収 めて

い る。

《話D一 話 型1.サ マ ル カ ン ドに死 す(「 中近 東 」)》

市 場 の曲が り角 で死 神 に 出会 い、 自分 の 眼 の前 で死神 が脅 す身 ぶ り

をす るの を見 た と思 って い る兵 士 の物 語 。彼 は王宮 まで走 り、 夜 の う

ち に死神 か ら遠 くまで、 サ マル カ ン ドまで逃 げ るた め に、 王 の持 って
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い る馬 の なか で最 も良 い馬 を ほ しい と言 う。 これ に対 して王 は死 神 を

王宮 に呼 び寄 せ て、 自分 の最 良 の部下 を痛 めっ け るとは何 事 か と怒 る。

しか し、死 神 は び っ くり して次 の よ うに答 え る。

《私 は あの男 を こわ が らせ よ うな ど と は思 い ませ ん で した。 あ れ は

ただ こん な と ころで兵士 に出会 った驚 きの身 振 りなの です。 実 は私 た

ち は明 日以 降 サ マル カ ン ドで会 う約束 だ ったので す か ら。》

[ボ ー ドリヤ ール1985:95]

『誘 惑 の戦 略』 で、 ボ ー ドリヤ ー ル は、 この話 を 「記 号 の 省 略、 意 味

の消失 罠。 ただ ひ とっ だ けの記 号 が、一 瞬 の うち に行 う致 命 的 な失

敗 」 を浮 き彫 りに す る、恰 好 の 寓 話 と して 扱 った[ボ ー ドリヤ ー ル

1985:95]。 彼 の 関心 は、 作 田 と はや や 趣 を異 にす る し、 率 直 な と ころ

論 旨はひ ど く轄 晦 した感 を抱 か せ る。

とこ ろで、 『誘 惑 の戦 略』 の この箇 所 を読 み な が ら、私 は奇妙 な 「既

視 感 」 を覚 え た。 確 か に、 ど う して も、 同 じ話 を ど こかで読 んだ ことが

あ る と思 えて な らなか ったのだ。 追 憶 の糸 を粘 り強 く手 繰 って行 くと、

そ の既 視 感 の 源 が、J,コ ク トー(コ ク トオ)が 『グ ラ ン ・テ カ ー ル」

(別の翻 訳 で は 『大 股 開 き』)で 用 い た挿 話 に あ る こ とが わ か った。 っ ま

り、 『グ ラ ン ・テ カ ール』 のIIの 部 分 の 冒頭 に置 か れ た寓 話 と、 「サ マ

ル カ ン ドに死 す」 はま さ しく瓜二 っの話 な ので あ る。 こ こに、 コク トー

が 書 き記 したそ の寓話 を忠 実 に引 いて お こ う ⑩ 。

《話D一 話 型2:イ スパ ハ ンに死 す(「 中近 東」)》

ペ ル シ ャの或 る若 い庭 師 が、 王子 に こ う言 った。

「今 朝 、 死神 様 に行 き會 い ま した。死 神 様 は私 を ご らん に な ります

と、 お どかす よ うな身振 りを な さい ま した。 お助 け下 さい。 で き る こ
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とな ら、 今 晩 は、奇 蹟 の力 で、 イスパ ハ ンまで逃 げの び た い と存 じま

す。」

心 根 優 しい王子 は、 自分 の馬 を貸 し與 え る。 そ の 日の午 後 、 死神 に

出會っ た王 子 は、 こ う訊 ね る。

「今 朝 は ま た、 な ぜ 余 の 庭 師 を お どか す よ うな身 振 りを した の じ

や?」

す る と、 死 神 は こ う答 え る。

「あ れ はお ど ろか しの身振 り じや あ りませ ん。驚 い た身 振 りです 。

イスパ ハ ンか らこん な に遠 い と ころ にい るの を、 今 朝見 つ けたか らで

した。 實 は今 晩、 イ スパ ハ ンで捕 らえ る手 筈 に なっ て い るので ござ い

ます。」[コ ク トー1953:23-24]

この通 り、 ボ ー ドリヤ ールが用 い た寓話 は、 コク トーが それ以 前 に掲

げ た もの と同工異 曲 とい うよ り も、 ほぼ同一 の話 だ と言 うべ きだ ろ う。

「兵 士/庭 師」、 「王/王 子 」、 「サ マル カ ン ド/イ スパ ハ ン」、 「(王の)死

神 の召 喚/死 神 との濯 遁 」、 「明 日以 降/今 晩(の 運 命 的 な遭 遇)」 とい

う各 対 を構 成 す る二 要素 の間 に は、微 細 な異 同が あ るか も知 れ ない。 と

は いえ、恐 らくそ れ らは、変 換 項 と して もほ とん ど無視 で きる ほ どの差

異 を もた ら し得 るに過 ぎな い と思 わ れ る。

3.サ ン ・ジ ェル マ ンの傍 に死 す

前 節 で紹 介 した二 人 の フ ラ ンス人 が 書 い た二 っ の話 が、(ボ ー ドリヤ

ー ル は王 宮 の所 在 地 を 明 か して い な いが)は た して(広 い意 味 で の)

「中近 東 」 に伝 承 され た もの な の か ど うか、些 か の疑 念 が残 る。 こ こで

打 ち明 けて本音 を言 え ば、筆 者 に は正 しく判 断 で き る自信 が ない。 欧米

人 が イ ス ラム世 界(や 中国)の 架 空 の人物 に成 りす ま して寓意 に満 ちた
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書 物 を 書 い た り、 話 を 語 った りす る の は、 往 々知 られ て い る事 実 だ か ら

で あ る 例 え ば 、 ブ ラ ジル 人 数 学 者 ジ ・メ ー ロ ・イ ・ソ ウ ザ が マ オ

バ ・タハ ンを名 乗 って 『ア ラ ビア数 学 奇 謂 」 を著 した よ う に(11)。

先 の 脈 絡 で も、 或 い は最 初 に コ ク トー(コ ク トオ)が イ ス ラ ム 風 に創

作 して 、 そ れ を ボ ー ド リヤ ー ル が 伝 説 め か して 変 奏 して み せ た の か も知

れ な い(12)。 と い うの も、 少 な く と も(両 人 の 故 国 で あ る)フ ラ ンス で

は、 既 にか な り古 くか ら、 類 似 の 話 が 人 口 にr.u_し て い た ら しい の だ 。

つ ま り、 以 下 の よ うな 話 が 巷 間 に伝 承 さ れ て い る。

《話D一 話 型3:サ ン ・ジ ェル マ ンの 傍 らに死 す(フ ラ ンス)》

フ ラ ンス王 ア ン リニ 世 の 后 カ テ リー ヌ ・ ド ・メ デ ィ シ(一 五 一 九 一

八 九)は 、 一五 六 四 一 六 六 年 に か け て 、 パ リに豪 壮 な チ ュ レ リー宮 を

住 居 と して 建 て た が 、 い ち ど もそ こ に は住 ま ず 、 近 づ く こ とす ら しな

か った 。 そ れ に は次 の よ うな わ けが あ っ た。 こ の 宮 殿 を建 設 して い る

最 中 に 、 あ る 占星 師 が 、 皇 后 はか な らず サ ン ・ジ ェ ル マ ンの 近 くで 死

ぬ だ ろ う とい っ た。 チ ュ レ リー宮 は サ ン ・ジ ェ ル マ ンの教 区 に あ っ た。

占星 師 の こ と ば を 信 じた カ テ リー ヌ は、 せ っか く り っ ぱ な チ ュ レ リー

宮 が で きて も、 死 を お そ れ て サ ン ・ジ ェ ル マ ンの教 区 内 に あ る宮 殿 に

は足 を 踏 み 入 れ よ う とせ ず 、 そ こか ら三 二 〇 キ ロ も離 れ た プ ロ アで く

ら し、 二 三 年 後 に世 を去 っ た。 彼 女 の 臨 終 の 儀 式 は ク ラ メ シ僧 正 に よ

って 、 い と もお ご そ か に お こな わ れ た が 、 こ の教 会 の高 僧 の名 は な ん

と ジ ャ ン ・ ド ・サ ン ・ジ ェル マ ン とい っ た。 か く して 、 占星 師 の 予 言

は文 字 ど お り適 中 した の で あ る。[庄 司1969:237]

本稿が比較 と構造分析の姐上に乗せる諸話の中で も、 これは歴史上実

在が確証できる、れっきとした人物の運命謳 として語 られているたった
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一 っ の話
、 っ ま り唯 一 の 伝 説(と い う ス タイ ル の 話)で あ る。

4.超 越 的な 時間 の物 語

こ こまで、 取 り上 げた物 語 の全 てが 「託 宣 の避 けえ な い実 現 」 とい う

モ チ ー フを もって い る と筆 者 は判 断す る。 ただ し、 それ らを構 造 の細 部

の異 同(こ こで は運 命 を回避 す る努 力 の あ り方)に 着 目 して次 の よ うな

区分 を立 て て、 小稿 の 目的 に沿 った分 析 に役立 て る こと も可 能 だ ろ う。

【区分1】 託宣 へ の対 処

(1)託 宣 の実現 を回避 す る努 力 が語 られ な い:中 国

(2)託 宣 の実現 を回避 す る努 力 が(単 純 に)報 わ れ な い:キ プ シギ

ス、 ナ ンデ ィ

(3)託 宣 の実現 を回避 す る努 力 を直接 の原 因 と して運命 が ア イ ロニ

カル に実現:古 代 ギ リシア、 「中近東 」、 フ ラ ンス

と ころ で作 田啓 一 は、先 に(第 二 章 第2節 で)論 じた よ うに、託 宣

(預言)を 回 避 す る努 力 が 直接 の原 因 とな る ア イ ロニ カ ル な因果 連 鎖 を

伴 うか ど うか(+、 一)で 、 現 実 的 な 「科 学 的 法 則」(一)と そ れ に審

美 的 な 驚 き が 加 味 さ れ た 「美 学 的 法 則 」(+)と を 区 別 し た[作 田

1986:83-85]。 こ こで、 も し作 田の社 会 学 的 な解 釈 と鑑 賞 の基 準 を採 用

す る とす れ ば、上 の分 類 を再編 成 し、上 記各 群 の物 語 の効 果(法 則)に

関 して次 の 区分 を得 る ことが で きよ う。

【区分2】 因果 連鎖 の質 と効 果

(1)/(2):科 学 的法 則(中 国/キ プ シギ ス、 ナ ンデ ィ)

(3):美 学 的法 則(古 代 ギ リシア、 「中近東 」、 フ ラ ンス)
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くわ え て、 さ らに も う0っ の可 能 な区分 が、小 稿 の考 察 を推 し進 め る

の に役 立 っ。 そ れ は、 「託 宣 の避 けえ な い実 現 」物 語 を保 持 し伝 承 す る

社 会 が 中央 集権 的 な社 会 か 、 あ るい は非 中央集 権 的(分 権 的 な)な 社 会

か とい う、 語 り手 が属 す る社 会 の政 治 構造 につ いて の区分 で あ る。 これ

は、 【区分1】 や 【区分2】 とは異 な って、 作 品 に内在 しな い、 いわ ば外

在 的 な伝 記 的事 項 に属 す る分 類 だ が、 それ は以 下 の よ うに な ろ う。

【区 分3】

(1)/(3)

(2}

物 語 を伝 承 す る社会 の政治 構 造

中 央 集=権的(中 国/古 代 ギ リ シア、 「中近 東」、 フ ラ ン

ス)

非 中央 集 権 的(キ プ シギ ス、 ナ ンデ ィ)

この第 三 の分 類 が 本稿 の脈 絡 で と りわ け重要 にな るの は、一 っ の社 会

の 時間観 が その社 会 で の支配 ・被 支 配 の関係 と、 それ を決定 す る社 会'1

造 の重 大 な基盤 を な して い るか らで あ る。

この 【区分3】 〔物 語 を伝 承 す る社 会 の 政 治 構 造 〕 の(1)と(3)に

該 当 す る各地 、 中 で も中 国(清)と(「 中 近 東」 の二 っ の話 型 の 内、 王

宮 の所 在 地 が特 定 され て い る)ペ ル シア は、 オ リエ ン トを代 表 す る強 大

な(古 代)王 権 が成立 した地 域 で あ り、西 洋 か らは 「東 洋 的専 制 」 の代

表 例 と見 な され て きた。 ことに、 中国 の歴 代 の王 朝 の権 威 は、 どの時代

に も、世 界 に比 類 な い規 模 の もの で あ り続 けた。 そ して 【区分1】 〔託

宣 へ の対 処 〕 は、 「託 宣 の避 けえ な い実 現 」 を テー マ とす る諸話 の間 で

も、託 宣 の実 現 を回避 す る努 力 が語 られ な いの が 中国 の版 だ けで あ る こ

とを明 らか に して い る。

と ころで、 【区分2】 〔因 果連 鎖 の質 と効 果〕 で 「科 学 的 法則 」 に関 す
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る もの と して一括 され る、(1)中 国 と(2)キ プ シギ ス ・ナ ンデ ィの話

の間 に は、 次 のよ うに構 造 的 に重 な り合 う諸要 素 が少 な くなか った

(a)異 性 の 双 子 の誕 生 に臨 ん で、(b)天 逝 す る とい う彼 らの運 命 を、

(c)人 里 近 くに現 れ る生 き物 が、(d)密 か に語 って いて 、(e)ふ と し

た偶 然 によ って、(f)そ れが情 報 と して人 間 に もた らされ る と、(g)そ

の情報 の通 りの運 命 が実 現 して しま う。

これ らの 要 素 の 内、(c)「 人 里 近 くに現 れ る生 き物 」 の異 同 は既 に

(第三 章 第1節 で)取 り上 げて論 じ、 そ の差異 が 文化 的 な背 景 を勘 案 す

る時 に は中和 され る性 格 の もので あ る こ とを明 らか に した。 だ が、(b)

「天 逝 す る とい う彼 らの運命 」 とい う要素 に は、 生 後数 日中 の死(中 国)

と成 人後 の死(キ プ シギ ス、 ナ ンデ ィ)と い う時間 的 な長短 の著 しい対

照 が あ って、本 章 の脈 絡 で は、 安易 に無視 す べ きで はな いだ ろ う。 中国

の話 型 で は双 子 が 生 後 間 もな く死 ぬ事 実 と、(す ぐ前 に指 摘 した)託 宣

の実 現 を回避 す る努力 を語 らな いの が 中国 の話 だ けで あ る こ ととを、 考

え 併 せ て み よ う。 す る と、 中 国 の話 で は、超 越 的 な 時 間 が人 間(の 運

命)に 対 して ど う して も抗 しが た い、 絶対 的(あ るい は絶望 的)な 威 力

を もっ ことが 、物 語 の節 々で強 調 され て い るのだ と解釈 す る ことが で き

そ うだ。

王(king)は 、 氏 族 な ど、 互 酬 交 換(reciprocity)に 依 存 す る部 分

的 な社 会集 団 が相 互 に均 衡 ・並 立 を図 るた め の仲 介 を政 治機 能 と して い

る首 長(chief)と は、 本 質 的 に異 な る。 王 と は、 そ れ らの社 会 集 団 を

超 越 して 設 定 され る、 集 中 と再 配 分(redistribution)の 単 独 の、 そ し

て排 他 的 な焦 点 とな る者(あ るい は 「機 関 」)な ので あ る[小 馬2000c:

34-37]0

王 は、 そ の権 力 を全 域 化 す るた め に、 度量 衡 な ど と と もに単 一 の時 間

体系 を制度 と し採 用 して、 人 々に対 す る一元 的 な支 配 と管 理 を徹 底 させ
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る。 そ の ため に、観 天 望気 は天 文 観 測へ と精 緻 化 し、 時 間 は細分 化 して

時計 で正 確 に計測 され る もの にな る。 さ らに、 暦 の作成 は支 配 と管理 を

最 も効 果 的 に均質 化 し、 また元 号 の制 定 は時間 を不 可逆 的 に単線 化 して

累積 す る ものへ と効 果 的 に変 質 させ るのだ[小 野地2006:117]。

フ ラ ンス につ い て は、近 世 に(ル イ14世 の治 世 の よ うに)強 力 な絶

対 王権 が 成立 し、文 明世界(少 な くと も ヨー ロ ッパ)の 中心 を 自認 し続

けて きた地域 で あ る こ とを確認 してお けば、 こ こで は事 足 りるだ ろ う。

中国 の場 合 と同様 に、 絶大 な王権 の領域 と重 な り合 う時 間 の圏 内 で は、

た とえ王 妃(カ テ リー ヌ ・ド ・メデ ィ シ)で あ って も、運 命 を逃 れ る術

はな い。

5.オ イ デ ィプ ス物 語 の隠 れ た 「死 神」

で は、 「中近 東 」 の物 語 の場 合 は ど うか。 ま た、 そ の話 の二 っ の異 な

る話型 は、 ほぼ完 全 に等価 な のだ ろ うか。 ここで は後者 の課 題 か ら先 に

考 えて み よ う。

両話 型 の一 見 微妙 な差異 は、先 に(第 三章 第2節 で)述 べ た よ うに、

「兵士/庭 師」、 「王/王 子」、 「サマ ル カ ン ド/イ スパ ハ ン」、 「(王の)死

神 の召 喚/死 神 との邊 遁」、 「明 日以 降/今 晩(の 運 命 的 な遭 遇)」 とい

う幾 っ か の対 に ほぼ要 約 で きよ う。 本章 の文 脈 でか な りの強度 の有 意差

を もっ と言 え るの は、 この 中 で は、 恐 ら く 「サ マ ル カ ン ド/イ スパ ハ

ン」 の対 の両 項 が なす関係 で あ ろ う。

コク トーが書 い たペ ル シアの死 神 物語 は、輪 郭 が は っ き り して い る。

イ スパ ハ ンは、16世 紀 の末 にペ ル シ ャ帝 国 サ フ ァヴ ィー朝 の王 都 に な

って股 賑 を極 め、 「イスパ ハ ンは世 界 の半 分」 と讃 え られ た都 市 で あ る。

17世 紀 に は、 約 百 万 の人 口 を誇 り、 そ の数 多 くの大 建 築物 群 は、一括

して、 「西 の ヴ ェルサ イユ、 東 のイ スパハ ン」 と並 び称 され た とい う。
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さて、 た とえ 「イ スパ ハ ンは世 界 の半分 」 で はあ って も、 ペル シア帝

国 内部 に位 置 す る以上 、 王 の管 理 す る0元 的 な時 間が この地 を も支配 し

て い る。 だか ら、 庭 師 が王子 の最 高 の駿馬 を駆 って こ こへ逃 げて来 て も、

その一元 的 な時 間 に支 配 され て い る運 命 を 回避 す る こ とはで きな い。 コ

ク トーの著 作 で は、 ペ ル シアの王子 は死神 に偶 々 出会 うので あ って、 ボ

ー ドリヤー ルの著 作 の王 の よ うに死 神 を呼 びっ けた りは して いな い。 だ

が、 それ で もな お彼 の力 は死 神 に優 越 して いて、 死 神 の所 業 を難 じて 叱

って い る。 とはい え、 王 と死 神 は、 こ こで は生 殺 与 奪 の権 を一 手 に握 る

絶 対権 力 の両面 な ので あ る。 っ ま り、両 者 は対 と して、 王権 に特有 の途

方 もな い 「冷血/温 情 」併 存 とい う両義 性 の一 極 を役割 と して配分 され

て いて、 そ う した質 を もつ この体制 の時 間 の、表 裏0体 の表象 とな って

い る。

と ころで 、舞 台 の一一方 が(と い って も他 方 の舞 台 〔王 宮 〕 の所在 地 は

不 明 だ が)ウ ズ ベ キス タ ンの サ マル カ ン ドとな る と、話 は い さ さか違 っ

て くる。 世 界最 古 の都 市 の0っ とされ る ほ ど古 い この オ ア シス都 市 は、

中国 で は康 国 と呼 ばれ、 同 じペル シア系 で は あ って も、 イ ス ラム教 で は

な くゾ ロ ア ス ター教(拝 火 教)を 信 じた ゾ グ ド人 が住 ん だ、(史 〔キ ッ

シュ〕 国や安 〔ブハ ラ〕 国人 な ど)ゾ グデ ィアナ諸 国 の 中心 とな る都市

(国家)だ った。 た だ し、10世 紀 に な る と、 サ マル カ ン ドで は ソグ ド語

は廃 れ て しま う。 や が て、14世 紀 後 半 に は、西 チ ャガ タイ国 生 まれ の

チ ムールが築 い た大帝 国 の都 とな って イス ラム文 化 が花 開 き、 この都市

はイ ス ラム世 界 の中心 と して、 かっ て のバ クダ ッ ドを凌 ぐ繁 栄 を謳 歌 し

た とされ る。

ひ ょっ と して、 ボー ドリヤ ール が描 いた のが この時代 のサ マ ル カ ン ド

で あ り、 仮 に王宮 が ペ ル シア の ど こか にあ った とす れ ば、 イス ラム世 界

とい う 「想 像 の共 同体 」 の全域 化 され た時 間 の物 語 と して は、 確 か にそ
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れ な りに意 味 をな そ う。 ただ し、主 要 人物 と して慈悲 深 い王 が登 場 す る

王権(こ こで は、 イ ス ラム世界 の部分 集合 と して の王権)の 時 間 め物 語

と して は、 や は り首尾 一 貫 して い る とは言 え な いだ ろ う。 王 の絶 大 な る

慈悲 は部 分 世界 と して の彼 の王 国内 とそ の時間 の 内で は確 か に有 効 で あ

って も、 イス ラム世界 の全 域 的 な時間 か ら兵 士 を逃 が れ させ る術 を彼 は

もって いな い のだ か ら。 運命 は、 確実 に彼 を先 回 り して捉 え ず に はお か

ない。

と ころが、(万0上 の仮 定 が 成 り立 っ とす れ ば)実 はオ イ デ ィプ ス物

語 が、 ボ ー ドリヤー ルの 「サマ ル カ ン ドに死 す 」 とよ く通 じ合 う、地 政

学 的 な ラ ン ドス ケー プを背 景 に もって い る物 語 なの だ と言 え る。

とい うの も、 オ イ デ ィプ ス は、 コ リン トス とい う都 市 国家 の王 と王 妃

で あ る自分 の(養 い)親 の領土 、 即 ち この都 市 国家 の王 が管理 す る時 間

の支 配 領域 か ら別 の都市 国家 で あ るテーバ イへ と逃 げだ す こ とで、運 命

を避 け よ う と した のだ。 そ して、 「意 図 しな い結 果」 と して、 よ り大 き

い超 越 的 な時 間 が支 配 して い る運 命 に捕 らえ られ た か らで あ る。

この入 れ子構 造 を なす二 っ の 時間、 あ るい は二 っ の運命 が齪 鱈 を来 た

して振 じれ合 って い る ことに こそ、作 田啓 一・の い う 「美学 的法 則 」 が作

用 す る構造 的 な素 地 が あ るのだ。 それ ゆ え、 オ イ デ ィプ ス物語 が、 万一

(都市 国家 の)王 権 の物 語 で あ った とす れ ば、 彼 の コ リ ン トスか らの逃

走 はま さ し く目的合 理 的 な選択 だ った と言 え るはず だ。 だが 、 この物 語

の狙 い は、 実 は決 して そ こに は無 か った。

ここで読 者 の一 層 の理 解 を促 すべ く、 あえ て 日本 の世 態 に徴 した卑近

な讐 え話 に訴 え て み よ う。 例 え ば、 「鐘 は上 野 か 、浅 草 か」 とい う時、

江戸 の町全 体 が単 一 の超 越 的 な時間 に支 配 されて い るので はな く、 寛永

寺 や浅 草寺 な どの諸 寺 院 が個 々 に管理 を任 されて い る局地 的 な時 間が各

地 に並立 して いて、庶 民 はその それ ぞ れ の時間 を知 らせ る鐘 を便 りにそ
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こ ご この共 同体 の中 で暮 ら して い る ことが前提 に な って い る。

い わ ば これ と同 じよ うに、(王 政 期 の)古 代 ギ リシアで は都 市 国 家 ご

とに時 間 と市 民(の 命 運)が 王家 に よ って ま ちま ち に管 理 され て いた の

で あ る。 それ ゆえ、 この限 りで は、 オ イデ ィプス の戦 略 は0応 間違 って

はい ない。

しか しなが ら、彼 は生 まれ(テ ーバ イ)に お いて も、 ま た育 ち(コ リ

ン トス)に お いて も王族 で あ って、 庶民 で はな い。 っ ま り、 オ イ デ ィプ

ス物語 は、各 都市 国家 の時間 を支 配 して人 々を支 配 す る王(族)を もさ

らに支 配 して管理 す る、 よ り高 次 の、一 元 的 で超 越 的 な時 間が 支配 す る

運命 の物 語 な ので あ る 念 のた め に言 い添 え れば、 江戸 に もそ う した

時 間 は無論 あ った。 それ ゆ え に、 オ イ デ ィプ スは運命 を回避 す る行 為 そ

の もの を直接 の原 因 と して、俄 に 自 らを 「出 口な し」 の状 況 に追 い込 ん

で 行 くのだ。 あた か も、捕 食者 の監視 の下 で静 止 し続 けて い る我 慢 の限

界 が来 て、 逃 げ よ うと動 い た ま さにそ の一 瞬 に運 命 が俊敏 に作 用 して鳥

や トカゲ に捕 食 されて しま う、 そ んな虫 け らで もあ るか の ご と く。

太陽神 ア ポ ロを祀 るデル フ ィの神殿 は、 決 して古 代 ギ リシア の諸 都市

国 家 だ け が尊 崇 した の で は な か った。 そ れ は、 い わ ば 古 代(地 中 海)

「世 界 」 の祭 政 の 中心 だ った ので あ る。 この神 殿 の奥 所 で は、巫 女(ピ

ュテ ィァ)が 背 の高 い三 本 脚 の鼎 に腰 掛 け、 月桂樹 の葉 を噛 み なが ら次

第 に神 が か って、 託 宣 を与 え た。 その神 託 が ペ ル シア戦争 の帰趨 を決 す

る決 め手 とな って、 ギ リシア に勝利 を もた ら した とされ て い る。

つ ま り、 この神 殿 の巫 女 は、 当時 の世 界史 を左 右 す る力 を も って い た

ので あ る。 それ ゆ え、 ギ リシアの諸 都 市 国 家群 のみ な らず、 歴代 の ペ ル

シア王 や エ ジプ ト王 さえ も、競 って そ の神殿 に豪華 な貢 ぎ物 を献 じた。

この神殿 の境 内 で4年 ごとに演 芸 とス ポー ッの技 を競 い合 う ピュ テ ィァ

祭 に は、 「世 界」 中 の 国 々 が代 表 を派 遣 した。後 の 時代 、 ハ ド リア ヌ ス
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な ど、 ロー マ皇 帝 た ち も貢 ぎ物 を して いた こ とが わか って い る。

デ ル フ ィの アポ ロ ンの神殿 で巫女 の託 宣 を受 けた オイ デ ィプス は、 都

市 国 家 コ リン トス とい う局 所 的 な小 世界 の時 間(王 権 の権威 と支配)の

帰 結 た る運命 か らは、 確 か に 自 らの意志 と決 断 によ って脱 出 で きたQし

か しなが ら、 アポ ロ ンとい う神 とそ の エ ー ジェ ン トた る巫女 ピュテ ィア

(実は、 オ イ デ ィプ ス物語 の隠 蔽 され た 「死 神」)が 支配 す る地 中海 世 界

を離i脱す る ことは、 とて も叶 わ なか ったの だ。

筋斗 雲 を駆 って世界 の果 を超 え よ うと した孫 悟 空 の よ うにく 汗血 馬 を

鼓 舞 して世界 の外 側 へ と疾 駆 したペ ル シア王 の庭 師 や兵 士。 だが彼 らの

運 命 は、 結局 釈 迦 の掌 中 を半 歩 た りと も抜 け出 られ なか った孫 悟 空 の運

命 に等 しか った 『西遊 記 』 の釈 迦 は、 そ の存 在 の原理 に お いて、 中

国 ばか りで な く仏教 世 界 の空 間 と時 間 を超 越 的 に支配 して いた のだ。

6.「 多 配 列 的」分 類 再 説

我 々 に は、解 決 す べ き もう0っ の問題 が、 ま だ残 されて い る。 【区 分

3】 で 明 らか に した よ うに、 「託宣 の避 けえ な い実 現」 の物語 を伝 え て い

る諸 社 会 の中 で は、 キ プ シギ ス とナ ンデ ィ とい う、東 ア フ リカ の二 っ の

社 会 だ けが、 非 中央集権 的 な社会 構 造 を も って い る ご く小 さな社 会 な の

で あ る。 この事 実 を、 これ まで の議論 の展 開 と絡 めて、 いか に読 み解 け

ば いい のだ ろ うか。 す なわ ち、 それ こそ が ここで問 わ れ な けれ ばな らな

い問題 な のだ。

キプ シギ スの人 々 は、現 在 ケ ニ ア共 和 国 の南 西 部 に位 置 す る、 ヴ ィ ク

トリア湖 東 北岸 に程 近 い標 高1,500～2,000メ ー トル の赤 道 直 下 の高 原

地 帯 に住 む農 牧 民 で あ る。1905年 に英 国 の手 で 植 民 地 化 され て 定 住 を

強 い られ る以 前 は、転 住 的(migratory)な 牛 牧 民 だ った。彼 らは歴 史

的 に継 起 す る転 住(migration)の 途 次 、各 地 で様 々 な人 間集 団 を編 入
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しなが ら勢 力 を拡 大 して、 や が て今 日の よ うな民 族集 団 とな った。 そ の

中核 をなす の は、現 在 の ス ー ダ ン ・エ チオ ピア ・ケ ニ ア国 境地 帯辺 りか

ら、数 世紀 をか けて ナ イル川 の渓 谷 沿 い に徐 々に南下 して きた南 ナ イル

語(高 原 ナ イル語)系 の人 々 の子 孫 で あ る。彼 らは、 広 大 なサ ヴ ァ ンナ

の所 々 に散 開 して、 島宇 宙 の よ うに暫 定 的 な散 村 を点 々 と作 った。 女性

は村 で シコク ビエや モ ロ コ シな どの雑穀 を栽培 す る粗 放 な農 業 に従 事 し、

男 性 は乾燥 した キ ャ ンプ地 で 牛 を放 牧 したが 、耕 作地 の地 力 が衰 え た り

キ ャ ンプ地 の牧草 や水 が不 足 す る と、新 天 地 を求 めて さ らに南 下 して転

住 を続 けた。

物 質 文化 は きわ めて簡 素 で、 家 畜 の他 に は と りたてて 財産 ら しい財産

もな く、貧 富 の差 も極小 だ った。 彼 らの社会 は、 東 ア フ リカ の いわ ゆ る

「支 配 者 無 き社 会 」(societywithoutrulers)の 典 型 的 な一 例 で、戦 闘

(攻撃)と イ ニ シエ ー シ ョンにっ いて は、 そ れ ぞ れ指 導 的 な役 割 を果 た

す特 定 の長(リ ー ダー)が い た。 だが彼 らの権 威 は、 戦 闘 や イ ニ シエ シ

ョン諸儀 礼 の各 々 の場面 だ け に厳 し く限 定 され た。 この他 に、村 内 や村

間 の紛争 時 に紛 争 当事 者 た る村 の外部 か らそ の都度 裁 判 に招 か れ、 ま た

時 に は他 民族 との平 和 交 渉 を任 務 とす る調 停 者 た ち(peace-rnakers)

が いた。調 停者 の(そ の場 限 りの)権 威 は 「萌 芽 的 な権 力」 へ と移 行 す

る可 能性 を(常 在 的 に)内 包 して い た ものの、 長老(大 人)た ちの集 合

的 な権威 と呪誼 の能 力 によ って制御 され、戦 闘 の長 や イ ニ シエ ー シ ョン

の長 た ちの場合 と同 じく、 拡張 ・発展 の余地 を明確 に抑止 され て い たの

で あ る。

さて小 稿 の脈 絡 で は、 この よ うに、 人 類学者 たちが 非 中央集 権 制社 会

往 々無頭 制 社会(acephaloussociety)、 あ る いは平 等 制社 会(egal-

itariansociety)と 呼 ぶ タイプ の社 会 の一 っ の典型 とい え るキ プ シ

ギス社 会 に も 「託 宣 の避 けえ な い実 現 」 を テー マ とす る物 語 が存 在 す る



鷹揚な河童 と謹厳なハイエナ35

理 由 を、 確 か に、 ここで 問 わ な ければ な るま い。

と ころ で、 キ プ シギ ス の 「ハ イ エ ナ の託 宣 と双 子 の運 命 」 の話 が 、

『柳 斎 志 異 』 中 の 「鳥語 」 と題 され た話 に'1造 的 に きわ め て よ く似 て い

る事 実 は、既 に詳 し く論 じた通 りで あ る(第 三 章 第1節)。 しか も、 「ハ

イエ ナの託宣 と双子 の運命 」話 は、 ユ ー ラ シアの 「国家 文 明地帯 」 で強

大 な 中央 集 権 体 制 を誇 っ た古 代 諸 王 国[小 馬2003c:110]の 様 々 な

「オ イ デ ィプ ス物語 」 と同 様 に、 酷 薄 無 残 な帰 結 を迎 え る運 命 の物語 に

な って い る。 で は、両 者 の 間 に構 造 上 の大 きな差 異 が見 られ な い の は、

一 体 なぜ だ ろ うか
。 キ プ シギ ス社 会 が非 中央集 権 的 で突 出 した権威 を も

た な い 「無頭 的 な」体 制 の 「平等 社 会」 で あ る とす れ ば、 そ の時 間体 系

はそ う した社 会 構 造 に対応 した、平 等主 義 的 な もので あ って然 るべ きで

はな いの か。言 い換 えれ ば、 中央 集権 的 な社 会(centralizedsociety)

の超越 的 な時 間 とは異 な り、 非超 越 的 で緩 やか(散 漫)な 属性 を もっ は

ず で はな い のか。

この間 に対 す る最 も便利 な(あ るい は安 易 な)対 応 の仕 方 は、社 会 の

次 元 と文 化 の次 元(の 論理)に は必 ず し も整合 性 が見 られ ない とい う事

実(そ れ を筆 者 も一概 に は否 定 しな い)を 前 提 に して、 伝播 論 の立 場 か

ら解決 を与 え よ う とす る こ とで あ ろ う。 す なわ ち、世 界 の中心 と して の

「国家 文 明 地 帯 」 か ら、 最 た る周 縁 地 帯 で あ る中央 ア フ リカ 内陸部(の

無 頭制 の転 住 的 な)牛 牧社 会 へ と この モ チ ー フが伝 播 した と解 す るの が、

それ だ。 しか しなが ら、19世 紀 半 ば まで は世 界 の他 の部分 か らほぼ完 全,

に隔離 され て い て、 「最 後 の秘 境」 視 され て いた 中央 ア フ リカ 内陸部 の、

しか もキ プ シギ ス とナ ンデ ィとい う特定 の小社 会(の み)に この モチ ー

フが伝 播 した可 能 性 を想 定 す る ことは、 事 実上 ほぼ不可 能 に近 いだ ろ う。

この よ うに伝 播 の可 能性 が な いか、 きわ めて低 い場 合 に は、0転 して、

独 立 発生 論 的 な アプ ロー チが採 られ る ことが多 い。 この時 に は、言 語 使
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用 能 力 を遺伝 情 報 に組 み込 ん だ唯一 の種 で あ り、 脳 の働 きを 同 じくす る

人 間(ヒ ト)に 通有 の内在 的 な傾 向性 が措 定 され、仮 説 の基 盤 とされ る

の だ。(ち な み に、 昨今 の唯 脳論 が この方 向 の議 論 に裏 付 けを与 え る よ

うに思 え るか も知 れ な い。 だが こ こで そ れ に与 す るの は、少 な くと も戦

術 的 に有 利 で は あ るま い)。

と ころが、 人 類 学 者R.ニ ー ダム は、 そ れ は誤 った選 択 だ と喝 破 して

い る。 彼 の(操 作主 義 的 な)見 方 に よれ ば、伝 播論 も独 立発 生論 も、 結

局 は同 じことを主 張 して い るに過 ぎな い こ とに な る。 っ ま り、 あ るモ チ

ー フが広 い地 域 に分 布 す る場合
、 人 間 の気 ま ぐれ で衝 動 的 で さえ あ る想

像 力 の諸 々 の所産 の中 で も、 そ の モ チ ー フが安 定 した意 味付 けを確 保 す

るだ けの 魅 力 を 備 え て い る証 拠 な の だ、 と言 うの で あ る[Needham

1981:1-4]。

筆 者 は、 ニ ー ダ ムの い う人 間現 象 の 「多 配合 的」 分 類 とい う特 性 を支

持 す る立場 か ら、 この現 実 的 な判 断 を首 肯 した い。 とい うの も、 仮 に中

央 ア フ リカ内陸部 が他 の場 所 か ら孤立 して いた と認 め た うえ で、 な お且

っ モチ ー フの(多 重 な)独 立発 生 論 の見地 を採 用 した場 合 で あ って も、

伝 播 的 な交 流 関係 が歴史 上一 切 存 在 しなか った と遺 漏 無 く立 証 す る こと

は、 理 論上 、 誰 に も不可 能 だか らだ。

ま た、 「託 宣 の避 けえ な い実 現」 の モ チ ー フにつ いて は、 我 々 は ニ ー

ダムの いわ ば 「モチ ー フの安定 性 」 とで も呼 べ る仮 説 を補 強 で きる、有

力 な手 だ て を既 に獲 得 して い る。 それ は、他 で もな く、作 田啓0が 展 開

した議論 で あ る(第 二 章 第2節)。 つ ま り、社 会事 象 一般 に適用 で き る

社 会 学 の 「預言 の 自己成 就 」命 題(「 科 学 的法 則 」)と オ イデ ィプ ス物 語

の 「預 言 の アイ ロニ カ ル な 自己成就 」(「美 学 的法 則 」)と が 構造 的 に相

同 だ とい う、 適用 範 囲 の広 い仮 説 で あ る。

さて再 度 確 認 してお くと、本 章 の直接 の問 は、典 型 的 な 「託宣 の避 け
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えない実現」のモチーフをもっ物語(「 ハイエナの託宣 と双子の運命」)

がなぜキプシギスにも存在するのかであった。そこで、筆者のこの間へ

の回答は、まず、乖離 していた実在 と情報 とが急転直下収敏 して遭遇す

る、 この種の物語の構造の もっ衝撃力が、 どの人間社会で も 「安定 した

意味付 けを得るに十分なだけの魅力を備えている」 ことを解釈の前提 と

する。そのうえで、 さらにキプシギス社会に固有の事情を以下に開示 し

たい。

ただ し、それに先立 って、キプシギスのような社会を記述するのに人

類学が用いてきた概念の曖昧さを、一通 り指摘 しておかなければならな

い それが、当該の問の解明に大 き く資することになる。「非中央集

権社会」 とは、あ くまでも中央集権社会の剰余概念、っまり中央集権社

会に該当 しない雑多な要素を非集合的に放 り込んだ概念で しかない。ま

た 「支配者無 き社会」の概念は、当該社会に特定の支配者が存在 しない

ことを意味 してはいても、支配の構造が存在 しないことを必ず しも意味

しない以上、その有効性は限定的なものとなる。さらに 「無頭制社会」

の概念 も、(突 出 した)権 力者が存在 しないとい う特性を述べるだけの

ものであって、「支配者無 き社会」 と大差ないと言えよう。

「平等社会」は一層曖昧である。通例、「支配者無 き社会」をそれゆえ

に(し か し無根拠に)平 等な社会 と見 な して、それを根拠に 「平等社

会」 と言い換えているに過 ぎず、むしろ別の誤解を招 き入れ易い。 これ

らの諸概念の重大な欠陥は、権力者が析出 しているか どうかのみに注目

していて、社会の諸部分を結合す る構造化原理を分類の焦点 としていな

ことである。

遥に有効なのは、ある社会を成 り立たせ、維持 していく仕組みである

「全体的社会交換」のどの側面を主要 なシステムとする社会か、 という

基準で分類することだ。交換 とは、与え手が受 け手 に負い目を与えて
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種 々の社 会 関係 を起 動 す る方 途 で あ る[小 馬2000c:5-10]。 人 類 学 者

小 田亮 は、 そ れ に伴 う負 い 目の処 理 の仕方 か ら、 「全 体 的社 会交 換 」 の

四つ の側面 とその社 会 的機 能 を次 の よ うに分類 して い る。「分配 」(shar-

ing)は 負 い 目 を 曖 昧 化 し、 「互 酬 」(reciprocalexchange)は 持 続 さ

せ 、 「再 配 分 」(redistribution)は 永 続 さ せ 、市 場 交 換(marketex-

change)は 払 拭 す る。 そ して そ の各 々 が、 「遊 交 」(一 時 的 な機 械 的連

帯)、 「義 理 」(持 続 的 な機 械 的連 帯)、 「恩 」(持 続 的 な有機 的連帯)、 「無

縁」(そ の 場 限 りの 有 機 的 連 帯)と い う関 係 を 導 く[小 田1994:96-

99]o

この よ うな基 準 に立 脚 す れ ば、(従 来 「支配 者 無 き社 会 」、 「無 頭 制 社

会」、 「平 等 制 社 会」 と も呼 ば れて きた)「 非 中央 集 権 制 社 会 」 に分 類 さ

れ る社会 に は、氏 族 な どの 自助 的 な集 団(部 分社 会)間 の 「互酬 」 を社

会形 成 原 理 の基 礎 に置 く首 長制 社 会 と、 「分配 」 に基礎 付 け られ た狩 猟

採集 民 の バ ン ド社 会 とが共 に包 含 され る こ とに な る。 後者 は、負 い 目を

曖 昧化 す る 「分 配 」 が 中心 的 な社会 原 理 で あ る以 上 、全 成 員相 互 間 の平

等 が極 限 まで 追求 され、 この意 味 で 「平等 制 社 会」 と呼 ぶ に相 応 しい内

実 を もっ。 だが、 贈与 交 換(互 酬交 換)に よ って負 い 目を反 復 的 に持続

させて、 部 分社 会 相互 間 の動 態 的 な均 衡 を維 持 す る こ とを 中心 的 な社 会

原理 とす る 〔首 長 制〕 社 会 に は、首 長(と 呼 び得 る リー ダー)を 調 停者

と して シス テ ムを維持 す る権 威 機構 が大概 存 在 して い る。 即 ち、 必 ず し

も(王 た る)支 配 者 は存在 しな くと も、 支配 す る権 威(機 構)が 存 在 し、

また構成 員 の間 には(別 の形 で も)支 配 と被 支配 の 関係 が存 在 す る。 そ

うで あ る以 上、 首 長制 社 会 を単 純 に平 等制 社 会 と呼 ぶ ことは不 適 切 な の

だ。

す る と、 先 に述 べ た よ うに、 既 に原 初 的 な権 力 の萌芽 が見 られ るキプ

シギ ス社 会 は、 決 して 「平 等 社 会」 で は な い。紛 争 当事 者 の村(々)の
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外 部 か ら呼 び入 れ られ る 「調 停 者」 は、(そ の権 威 が ア ドホ ックな もの

で はあ って も)民 族 全体 に適 用 され る慣 習 法 の体 現者 で あ り、村 の狭 い

利害 を民 族社 会 全体 の利 害 へ と橋 渡 しす る、全 域 的 な権 威者 で あ る。 し

か しな が ら、彼 らは、一・方 で は全 氏 族 が 共 有 す る全 土 横 断 的 な年 齢 組

(age-set)組 織 の長老 階梯(を 占め る年 齢 組)の 権 威 に よ って不 断 に監

視 され、制 御 され て い る。 す なわ ち、 長 老 は祖 霊 に最 も近 い存在 と して

霊 的 な力(こ とに強力 な呪 詔 に よ る制 裁 力)を 専有 して、共 体 的 にキ プ

シギ ス社 会 全 体 を支 配 す るので あ る[小 馬1995、1996d、2000b、2005

C:99]。 この複 合 的 な支 配体 制 は、年 齢 組 組 織 の原 理 によ る、(「不平 等

な」)老 人支 配(gerontocracy)の0形 態 と見 な けれ ば な らな い。

しか も部 族社 会 は、常 に異部 族 の攻 撃 や 自然 の暴 威 に曝 され て い る、

存立 基盤 の きわ め て脆 弱 な社 会 で あ る。 それ ゆえ に、 成員 の気 ま ぐれ や

反 抗 を許容 す る余 地 は少 しも無 か った。 その社 会成 員 は、単 に成 人 して

0成 員 とな るだ けで な く
、 全身 全 霊 を も って成 員 とな り、 成員 で あ る こ

とを求 め られ て いた。 イ ニ シエー シ ョンは、 この切 実 な要 請 に応 え る文

化 装 置 なのだ。 す なわ ち、大 人 の独 占す る秘 密 へ と若 者 た ちの関心 を強

く引 きつ けて、 彼 らの戦 士 階梯 へ の昇 階(=既 存 の年 齢 組 との交 代)の

熱 望 とい う 「大 人 へ の成 り代 わ り」 の仕 組 み を用 いて、 反 抗 の エ ネル ギ

ーを極大 化 させっ っ社 会 建設 の エ ネル ギ ーへ と昇 華 す る
、 誠 に精 妙 な文

化 装 置 とな って い るの で あ る[小 馬1991:42-43]。 そ れ は、伝 統 的社

会 の、最 も成 功 した 「主体 化 」 の仕 組 み の一 っ だ と言 え るだ ろ う。

キ プ シギ スの社 会 には、(ス ー ダ ンの ヌ エル社 会 につ いて エ ヴ ァ ンズ

=プ リチ ャー ドが 指摘 した よ うに[Evans=Pritchard1940:94-138])

相 互 に質 を異 にす る様 々 な 時間 が並 立 して い る。 だが 、(同 時 に並 存 す

る七 つ の年齢 組 が 円環 的 に循環 して遷 移 す る)年 齢組 体 系 の全域 的 な時

間 が、 超 越 す る一 元 的 な時間 と して他 の雑 多 な生 活 の 時間 を圧 倒 して、
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人 々 を強力 に支 配 して い るの だ。 い うまで もな く、長 老 の霊 的 な力 の背

景 を なす 祖霊 の神秘 的 な権 威 は、 「ハ イ エ ナの託 宣 と双 子 の運 命」話 で

は祖霊(の 化 身)と され るハ イ エナが 司 って い る。 こ う して ハ イ エ ナ は、

あ くまで も謹 厳 実 直 な、 恐 るべ き 「死 神Jの 役割 を ど こまで も冷徹 に果

たす の で あ る 苛 酷 な生 存 条件 を前提 とす る民 族社 会 を確実 に維 持 し

て ゆ くた め に。

なお ナ ンデ ィの社 会 構造 は、 キプ シギ ス社会 と良 く似 て はい る もの の、

やや原 理 を異 にす る側 面 を もって い た。 こ こで詳 述 す る余裕 は無 いが、

ナ ンデ ィ社 会 は予言 者 が 中心 的 な社 会価 値 を担 った点 で、萌 芽 的 な権 力

の 析 出 が キ プ シギ ス 社 会 よ り も幾 分 で も顕 著 だ った と言 え る だ ろ う

[Komma1998:186-192]a

以上 の考 察 を踏 まえ て、本 章 の最 後 に確 認 して おか な けれ ば な らな い

の は、 ニ ー ダムの 「多 配合 的」 分 類 概念 に基 づ く比較 が 、 当該 の問題 を

考 え る うえで、 方法 論 と して きわ めて有 効 な ことで あ る。 とい うの は、

「託宣 の避 けえ な い実 現」 物 語 を伝 承 す る諸 社 会 の時 間 観 の共 通性 だ け

で な く、 その特 定社 会 の固有性 もま た この分類 に基 づ いて深 く考究 して

浮 き彫 りにす る こ とが で き るか らだ。(も し仮 に小 稿 の これ まで の議 論

が、 その一 例 とな って い る とす れ ば幸 いで あ る)。

四.「 死 神 」(エ ー ジ ェ ン ト)と して の河 童

第四章では、いよいよ日本(九 州各地)の 「河童 と飴」型の話 よ

り厳密に範型化すれば、実は 「『託宣の避けえない実現』が破綻する話」

を紹介 して、それらとこれまで分析を加えてきた 「託宣の避けえな

い実現」物語 とを比較する。
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1.厳 格な時間と鷹揚な河童

まず最初に、それ らの話の中か ら、(資 料的な公正 さを担保すべ く)

既に活字化 されている幾っかの版を選んで紹介 しよう。

最初に紹介する話型は、長崎県壱岐島の郷の浦町(旧 波良村)の 米田

安雄の語 りを、地元の民俗学研究家山口麻太郎が採話 したものである。

原文はかなり長いので、部分的に原文を引用 しなが ら、その骨子を次の

ように要約 しておきたい。

《話E一 話 型11河 童 と飴》

猟 師 が 山へ 猟 に行 って い る間 に、妻 が男 の子(初 子)を 出産 した。

猟 師 は、夕 方 、帰 り道 で大勢 の話 し声 をふ と耳 に して、木 陰 に身 を隠

した。 「耳 を傾 けて い ます と、 今 日ど こそ この初 産 は、 安 産 で あ った

が、 いが の初 聲 に、十 三 の春 に は川 の ものか ら命 を と られ る と云 ふ事

を云 った。 か わ いそ うな事 だ と話 し合 って」 い た。帰 宅 した猟 師 は、

八百 万 の神 々が 「産 の家 」(猟 師 の家)か らの帰 途 、息 子 の運 命 を不

欄 が って い た のだ と気 付 いた。 だ が、 「妻 に も語 らず、 じっ と自分一

人 の胸 に思 ひ ひめ て」 いた。

そ の子 が十 三 の年 を迎 え た春 の あ る 日、川 へ釣 りに行 くと言 い出 し

た。 猟 師 は 「其 れ が此 の子 の運 命 で あ る、 と思 えば何 うす る事 も出来

ず、 辮 當 を作 つ て」 や り、 「お握 りの上 に、飴 を の せ て 持 たせ」 て や

った。

子 ど もの傍 に 「川 の ものが友 達 に化 けて出 て來 」 た。昼 飯 時 にな る

と、 「先 づ子 供 の御 飯 の上 に載 せて あ った飴 を、二 人 は食 ひ始 め」 た。

「あん ぎ りあん ぎ り」 噛 ん で い た 「飴 を食 ひ終 っ て、 お化 けの友 達 」

は、 「『お 日様 が松 葉 一本 だ け行 き過 ぎ られ た。 其 の爲 め に も うお前 の

命 を と るpに 行 か な くな った』 と云 つ て消 え」 て しま った。



42

[山 口1935:103-105]

と ころで、 この話 の分 析 を始 め る前 に、 「いが の初 声」 の意 味 を同 書

の注 を頼 りに、解 説 して お く必 要 が あ るQそ れ に よ る と、 「いが の初 声」

とは赤 ん坊 が 最初 に発 した産声 の ことで、 そ れ に よ って赤 ん坊 が 自 らの

一 生 を預 言 と して語 って い る とい う信 仰 が、 壱 岐地 方 に はあ った のだ。

人 間 に は単 な る泣 き声 に しか 聞 こえな い のだ が、 お産 の場 に集 ま って来

る神 々が そ の メ ッセ ー ジを聞 き分 け る、 とされて いた よ うで あ る。

さて、 この話 が キ プ シギ スの 「ハ イエ ナの託 宣 と双 子 の運 命」 と実 に

よ く似 た印象 を与 え るこ とに、 き っと誰 もが驚 くはず で あ る。 そ れ とい

うの も、次 の よ うに、両 話 に は重 な り合 う諸 要 素 が少 な くな いか らで あ

る。 す な わ ち、(a)夫 の外 出 中 に妻 が 出産 し、(b)そ の場 で預 言 と し

て告 げ られ る赤 ん坊 の死 す べ き運命 を、(c)そ こに立 ち会 った霊 的 な存

在(ハ イ エ ナ=祖 霊/八 百 万 の神 々)が 話 し合 って い る。(d)そ れ を

夫 が木 陰 で漏 れ 聞 き、(e)帰 宅 して 自分 の子 ど もの こ とだ と合 点 す る。

ま た、(f)預 言 され た死 期 は成 人(イ ニ シエ ー シ ョ ン=割 礼/十 三 の

年(13))の 暫 く後 で、(g)そ の死 の現場 は村外 れ(谷/川)に 当 た る。

もち ろん、逆 に、幾 っ か の相 違点 も数 え挙 げ られ よ う。 まず子 ど もの

数 と性(双 子/一 人、 男 女/男)の 違 いが あ る。0層 大 きな差 異 は、子

ど もの救 済 へ の親 の 「執 念/諦 念」 で あ る。 しか し、何 とい って も、決

定 的 な差 異 は 「運 命 の実 現/運 命 の非実 現 」 にあ る。 そ して この差異 は、

大 層 よ く似 た この二 っ の話 を構 造 の次 元 で は っき りと分 断 す る。 「河 童

と飴 」話 で は、 与 え られ た情 報(託 宣)と 現 実 との来 るべ き遭 遇 を親 が

甘 受 して い る。 それ に もか か わ らず、 実 際 に は情 報 と現実 はあ る時点 で

俄 に急接 近 しなが ら も、結 局 紙一 重 の差 で遭 遇 せ ず、再 び完全 に乖離 し

て しま うので あ る。
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こう して、最 終 的 に は 「託 宣 の避 けえ な い実現Jと い うモ チ ー フそ の

もの が破 綻 し、否 定 されて しま うの だ。 無 論 、作 田恵一 の い う 「美 学 的

法則 」 ど ころか、 「科学 的 法則 」 も この話 に は見 出 す ことが で きな い。

だ か ら、 この話 で は、 「オ イ デ ィプ ス物 語 」 の よ うな深 々 と した美 学 的

な感動 が もた らされ る こ と もな い。 代 わ りに聞 き手 が 印象付 け られ るの

は、 河童 の鷹 揚 さ、 あ るい は愚 鈍 さ、好 意 的 に いえ ば(子 ど もと一 緒 に

食 べ 物 を食 べ る)間 抜 けな人 の好 さだ。 す な わ ちア イ ロニ ー は、物 語 の

構 造 で はな く、死 の エー ジ ェ ン ト(「死神 」)と して の河 童 の存 在 その も

のの 中 にあ る。 そ して誘発 され るの は、 圧 倒 的 な文学 的感興 や カ タル シ

スで はな く、 そ こはか とない滑稽 さ と、 そ れ に随 伴 す るか す か な笑 い と

憐 欄 や 同情 で あ る。

同 じく長 崎県 の、北 松 浦郡 知世 原 町 に は、飴 とい う要 素 が栢 団子 また

は綜 団子 に置 き換 え られ た、 二 っ の類話 が 伝 え られ て い る。 文 章 の一 部

に 口語 調 特 有 の飛 躍 や省 略、 あ るい は言 い違 え も見 られ るが、 それ も口

碑 の持 ち味 と して捉 え、原 文 に忠 実 に引用 して み よ う。

《話E一 話 型2:河 童 と栢 団子 》

男 の子 の です な、 毎 日毎 日川 にば か りゆ きたが って、 ど うに もな ら

ん。 親 が 困 って、 なん しに ゆ きよ るか思 うて、 つ けて いた ら、 川 の方

へ どん どん あ るいて い く。男 の子 が な にや らひ た し ゅうあ そぶ相手 が

い るので、 か げか ら じっとみ て いた ら、 それ は ガ ワ ッパ や った そ うな。

やが て か え って きた男 の子 が い うに は、 友 だ ちが、 お盆 の十 五 日に

またす も うば とろ う とい うた って 、親 に話 したん で、何 時 ごろね と聞

くと、二 時 ごろ こい とい うた と答 え た。親 は、十 五 日の二 時 が こん子

の災 難 の 時 か と思 うて、 なん とか 「時 はず れ」 の方法 はな い もんか と

思 うた。 そ こで、十 五 日にな る と親 は、男 の子 にカ ラムス ビした カ シ
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ワダ ンゴを といて たべ とる うちに と うと う 「時 はず れ」 とな り、 男 の

子 は無 事災 難 な く帰 って きた とい う。 こ う して カ シワ ダ ンゴは、 か ら

む す び にす るよ うにな ったわ けで す た い。[知 世 原 町1998:720]

同 じ口頭 伝 承 で も、 次 の 《話型3》 は もう少 し明確 に意 味 が取 りやす

く、 これ を参 考 にす れ ば、 《話 型2》 の趣 意 も も っ と正 確 に推 測 し易 く

な るだ ろ う。

《話E話 型3:河 童 と綜 団子 》

息 子 が生 まれ た。 ところが、 災難 に あ うよ うにな っと る とい うん で、

水 災難 、 山災難 の ど ち らか を聞 くと、五 ・六 齢 の時 の五 月五 日の二 時

ごろ、水 難 にあ うよ うに な って い る とい う。親 は、 こん子 もふ びん や

け ど、命 の なか ご と生 れて き とる と じゃけん、仕 方 のな か と、 あ き ら

め てお った そ うな。五 齢 の 時、 そ の 日、 そ の時刻 に川 にあそ び に い き

たい と、 急 に いい出 したの で、 ああ や っぱ りね、 と親 は悲 しか った。

せ めて ダ ンゴな りつ くって や らん ば と、 チマ キ ダ ンゴを シュロの葉 で、

カ ラムス ビに して もたせ て や った。 時刻 前 、川 の中 か ら子 ど もが 出 て

きて、 チ マ キ ダ ンゴを たべ始 め たが 、 ヒモ を と くの に手 間 ど って、 い

っ の ま にか二 時 が過 ぎて し もうた。 息子 は無事 に もど って きた とい う。

そ れ以 来 、 チマ キ ダ ンゴはカ ラムス ビにむす ば ん ば といわ れて きた。

[知世 原 町1998:720]

さて、 《話E》 の 《話 型2》 と 《話 型3》 を比 較 す る と、 《話 型3》 の

方 が 《話 型1》 に近 く、 また全 体 に整 った印象 を与 え る。 《話 型2》 で は

いか に して赤 ん坊 の運 命 が 開示 され た のか は(話 者 に も聞 き手 に も当 た

り前 に過 ぎ た が ゆ え で あ ろ うか)明 確 に は語 られ て い な い。 しか し、
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《話 型1》 を参 考 にす れ ば、 恐 ら く 「いが の初 声」 で 赤 ん坊 自身 が 預 言

と して 語 っ た の だ ろ う と推 定 して 良 さ そ うだ。 ま た、 《話 型3》 で は

《話 型1》 と同様 に、 親 は子 ど もの運 命 に強 い諦 念 を抱 い て い て、 あ え

て そ の運命 の実現 を阻 もう と努 め は しな い。 運命 の時 間 は超越 的で 、圧

倒 的 な もの で あ って、 とて も無 力 な庶 民 に は抗 しよ うが な い と受 け とめ、

絶 望 し、甘 受 して い るよ うに思 え る。

と ころが、 その全域 的で超 越 的 な時 間 の有 無 を言 わ さぬ支配 力 とは比

較 に もな らな い、 親 の愛 情 と い う、 あ くまで私 的 で ささやか な 内面 の力

が、 結 果 的 に運 命(超 越 的 時 間)に 打 ち勝 っ ことに な る。 この点 に こそ、

これ ら両 話 の妙 味 と、 深 く秘 あ られ た意 図が あ る と言 え よ う。

0方
、 《話 型2》 で は、 親 は運 命 を 素 直 に受 け入 れ よ うと はせ ず、 何

とか 「時 はず れ」 に しよ うと して、 せ めて もの さ さや か な策 を弄 す る。

そ して実 際、 まん ま と河童 を 出 し抜 い て い る。 恐 ら く親 の心 情 は、 《話

型1》 ・《話 型3》 の表 現 と 《話 型2》 の表 現 との間 の 関係 の よ うに、 分

か ちが た く表 裏 を な して補 完 し合 って い るので あ る。 そ して、 その いず

れ を あえ て強調 す るか に よ って、話 型 に変 異 が生 じたの だ と言 え るだ ろ

う。 そ こに は、超 越 的 な時間 、 す なわ ち支配 す る側 の時 間 に よ る強 権 的

な支配 に抗 す るス タイ ル に関す る、硬 軟 、 あ るい は顕 潜 の戦 略 の違 い を

見 る ことが で きよ う。

結 果 と して、 《話 型2》 で は、運 命 を回 避 す る親 の意 志 的 な行 為 が 成

功 を収 めて い る。 この場 合 、 オ イデ ィプ ス物 語 の よ うな アイ ロニカ ル な

因 果連 鎖 が生 じな いので、 美学 的 な感 興 はほ とん ど起 こ らな い。 一 方 、

《話 型1》 と 《話型3》 で は、親 の不作 為 が き っか け とな って、 アイ ロニ

カル な因 果連 鎖 が生 じて い る。 しか し、 それ に もかか わ らず、意 外性 は

必 ず しも鮮 か に演 出 され て い る とはい えず、 したが って美 学 的効 果 も小

さ く、 劇 的 な もの に はな って い な い。 その アイ ロニ カル な因果 連 鎖 が も
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た らす 「予 期 せ ぬ結 果 」 で あ るハ ッ ピー ・エ ン ドは、(先 に述 べ た よ う

に)ど こか喜 劇 的 な効 果 を生 ん で、 む しろ間抜 けな 「死 神」 と して の河

童 の素 頓 狂 な人 の好 さを大 き く浮 き上 が らせ 、強 く印象 付 け る こ とに な

って い る。

2.庶 民 の手 の中 にあ る時 間

さて、 こ こで 「河 童 と飴 」型 の話 の細 部 か ら、庶 民 の手 の 中 に繋 ぎ止

め られ て い る 「対 抗 的 な時 間」(す な わ ち、超 越 的 な時 間 に抗 す る世俗

的 な時間)の 形 態 を探 り出 して み よ う。

まず、 《話 型2》 と 《話型3》 で、子 ど もが河 童 と出会 う時 間 が いず れ

も 「二 時」 とさ れ て い る こ と に注 目す る必 要 が あ る。 な ぜ二 時 と い う

(少 な くと も現 代 の 日本 人 に と って は)中 途 半 端 な時刻 が これ らの物 語

で は重 大視 され て い るのか、 気 に な りは しな いだ ろ うか。 この 「二 時」

は間違 いな く午 後 二 時 の意 味 だ が、恐 らく太 陰暦 の中 で も日本 独特 の古

い不 定 時法 に お け る未(ヒ ッ ジ)の 刻 が、 現 代 の 時計 の時 間 に直 裁 的

(つ ま り素 朴)に 換 算 され て いて 、 そ の ま ま いか に も朴 訥 に表 現 され て

い る と見 るべ きで あ ろ う。

とい うの も、 未 の 刻 と は 日辻(ヒ ッ ジ)の 刻 、 す な わ ち太 陽 が 中天
てつぺん

(天頂 あ るい は天辺)に 登 り切 った時刻 の意 味 だ と考 え られ るか らで あ

る。 《話 型1》 で は、河 童 が、 「飴 を食 べ るの に思 いの ほか時 間 が か か っ

て、 お天 道 さ まが松 葉 一 本分 だ け行 き過 ぎ られ て しま った」 と言 って い

る。 この場 合 に も、太 陽 が行 き過 ぎたの はや は り日辻(中 天)で あ った

と見 て、 恐 ら く誤 る まい。

東 ア フ リカ の キ プ シギ ス人 や ナ ンデ ィ人 は、(想 定 す る)太 陽 の高 さ

を片手 で実 際 に差 し示 して時 間 を表 現 す る方法 を、腕 時 計 が広 く普 及 す

る以前 、 っ ま りっ い最 近 まで取 って きた。 同 じよ うな時 間 の感 覚 とそれ
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を表 現 す る身 振 りは、(腕)時 計 を持 た なか った時代 の 日本 の庶 民 の間

に も、恐 ら く同 じよ うに生 きて いた ので はあ るまいか。

次 に注 目で き るの は、本 章 で取 り上 げた三話 が、 いず れ も何 か を食 べ

る とい う行為 に、物 語 展 開上 の決定 的 な意 味付 けを与 え て い る こ とだ。

物 を食 べ るに は、下 顎 を反 復 的 に上 下 させ続 けな けれ ば な らな い。 この

動 作 に は、(特 に庶 民 の 間 で は)口 の開 閉 や舌 打 ちの音 が伴 う こ とが珍

し くな い。三 っ の話 で は いずれ も、 その反 復 す る開 閉 の イ メ ー ジが、 時

間 の進 行 と直接 的 な連 合 関係 に立 た され て い る。 す なわ ち、 河童 は(美

味 しい)物 を うか うか と食 べ て いたが ゆ え に指 定 の時刻 に遅 れて、 予 定

通 り子 ど もの命 を取 る機 会 を逸 して しま うので あ る。

《話 型1》 で は、顎(と 口)の 反 復 的 な 開 閉運 動 の遅 滞 が、 歯 に強 く

粘 り着 く飴 とい う要 素 に よ って、(「あん ぎ りあ ん ぎ り」 とい う効 果 的 な

擬 態語 を伴 って)こ とさ ら強調 されて い る。 そ の運動 の反 復 を遅 らせ る

ことで、飴 とい う些 細 な ものが生 活 時 間 の進 行 を幾 分 か で も遅延 させ 、

超越 的 な時 間 の支配 を僅 か に綻 ばせ るので あ る。

次 に、 《話 型2》 と 《話 型3》 で は、栢 団子 や綜 団子 の包 み の結 び 目を

解 くの に手 間 ど って、 時間 の進 行 が撹 乱 され、 予定 され た行 為 に遅 れ が

生 じる こ とにな って い る。 そ して、 その結 び 目が カ ラム ス ビ(唐 結 び)

で あ った ことが 強調 され て い る。 カ ラムス ビは、 コマ ム ス ビ(細 結 び、

小 間結 び)と も呼 ばれ る。 それ は、 紐 の両端(ま た は二 本 の紐 の それ ぞ

れ一 方 の端)を 二 度 絡 み合 わ せ て 固 く結 ぶ 仕方(flatknot)で あ って、

地 方 に よ って は カ タム ス ビ(固 結 び)、 マ ムス ビ(真 結 び)、 タマ ムス ビ

(玉結 び)な ど と も呼 ば れて い る。

小 稿 で は割 愛 せ ざ るを得 なか ったの だが、 九 州 の他 の地 方 に も 「河童

と飴 」(よ り正 確 に は 《話 型2》 の よ うな 「河 童 と綜」)話 の類話 が幾 つ

か あ る。 そ れ らは、綜(団 子)を オ トコ ム ス ビ(男 結 び)、 ま た は オ ト
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コムス ビとオ ンナ ム ス ビ(女 結 び)に 、 あ るい は ヒ ッカ ケ結 び(引 っか

け結 び)に した とい う点 で異 な る、 異 版 にな って い る。

要 す るに、 これ らの 固 く締 ま る結 び方 は、 チ ョウ ム ス ビ(蝶 結 び)、

別 名 モ ロナ ワ ムス ビ(も ろ縄 結 び)と い う、緩 い結 び方 に いず れ も対 置

されて い るのだ。 チ ョウムス ビは、 その使 用例 の典 型 で あ る靴 紐 の結 び

方 を こ こで念 頭 に置 いて欲 しい のだが 、縛 る こと と解 くこ と(結 う/解

く)と が交互 に反復 的 に行 わ れ る状 況 を前 提 と した結 び方 で あ る。

想像 を逞 しくす れ ば、 チ ョウム ス ビとは、 その形 が蝶 々 に似 て い るだ

けで な く、 もっ と重 層 的 な含 意 を もった命 名 で あ ったか も知 れ な い。 っ

ま り、 蝶 々の 旧仮名 表記 が 「テ フテ フ」 で あ る ご と く、 蝶 の語 それ 自体

に 「開/閉 」 の反復 的 な時 間観 に対 応 す るイ メー ジが既 に封 じこめ られ

て い るよ うに思 われ る。 こ こで併 せ て思 い出 して欲 しい の は、(先 に触

れ た通 り)蝶 が 日本 の代 表 的 な 「霊 的 生 き物 」(soulanimal)で あ る

こ とだ。 それ は、魂 と化 して この世(此 岸)と あ の世(彼 岸)を ち

ょうど この話 の 「死 神 」 と して の河 童 の ご と く 行 き来 す る霊 的存 在

で あ る。

一方 カ ラムス ビ(や オ トコムス ビ
、 オ ンナ ムス ビ)は 、一 旦 結 ん だ ら、

原 則 的 には二 度 と解 か な い状 況、 あ るい は決 して解 けな い ことを前 提 と

す る結 び方 で あ る。 したが って、 チ ョウ ムス ビとカ ラムス ビは 「結 び」

と して一 見 同 じよ うに見 え なが らも、実 は、機 能 的 に も、 また象徴 的 に

も対極 的 な性 格 を帯 びて い る と見 る ことが で き る。 ことに小 稿 の文 脈 で

は、 この事 実 を安 易 に見 逃 す べ きで はあ るま い。

さて、 こ こに取 り上 げ た 《話E》 が仮 に近 世 に生 まれ た ものだ とす れ

ば、 そ の時代 の(王 権 的)支 配 者 た ち に と って の時 間 の イ メ ー ジ とは、

恐 ら く、和 時計 に由来 す る円環 的 な もの で あ った だ ろ う。 これ に反 して、

農 民 や漁 民 、 あ るい は 《話 型1》 にで る猟 師 な どの庶 民 の時 間 の イ メー
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ジを強 く支 配 して い た の は、 昼 夜 が反 復 的 に交 代(振 り子 の よ うに振

動)す る とい う、 日常生 活 に直結 した イ メ ー ジだ った に違 い ない。

《話E》 の 《話 型2》 と 《話型3》 で は、物 を食 べ る際 に顎 と口が 「開

/閉 」 す る反 復 動 作 ばか りか、包 み の結 び 目を 「開/閉 」(「結/解 」)

す る交互 的 な動 作 も相 ま って、 反復(振 動)す る庶 民 の 時間 が、 物語 の

主 題 で あ る運命 の 円環 的 な時間(全 域 的 な超越 的時 間)を 包 囲 して い る。

そ して、 そ の主 た る地 位 を纂 奪 し、 物語 の時 間 を支 配 しよ うと抗 い、 結

局 子 ど もの運命 が託宣 通 りに実 現 す る こ とをか ら くも破 綻 させ て い るの

で あ る。 カ ラ ムス ビは、 《話 型1》 の飴 の 強 い粘 着 力 と同様 の効 果 を あ

げて、物 語 を支 配 す る こ とにな った この反 復 す る時 間 を確 か に遅延 させ、

その結 果 と して、 超越 的 な時間 を も僅 か に撹乱 し得 たの だ った。

《話型1》 で は、河 童 が 「飴 を食 べ るの に思 い の ほか 時間 が か か って 、

お天 道 さまが松 葉 一本 分 だ け行 き過 ぎ られ て しま った」 ので もう子 ど も

の命 が取 れ な くな った と、 は っき りと語 られて い る。 こ こで は、人 々 を

支 配 す る側 の超 越 的 で厳格 な時 間 が、支 配 され る側 で あ る人 々 の生 活 に

則 した大 雑把 な時 間 によ って撹乱 され て置 き去 りに され る とい う、 逆 説

的 な語 りに な って い る こ とに注意 して おか な けれ ばな らな い。 河童 は、

円環 的 で超越 的 な時 間 の運 営 を冷 徹 に貫 徹 させ よ う とは一途 に努 めて お

らず 、(親 心 に感 じた のか 、 そ れ と もただ単 に食 い意 地 が 張 っただ けな

のか)心 緩 くも庶 民 の反復 的 な時間 に暫 時道 を譲 って や って、 そ の時 間

の中 で子 ど もと共 にのん び り飴 や団 子 を食 うの だ。 そ して そ の ゆえ に、

心 な らず も、預言 を成 就 す る とい う大切 な使命 を果 た す機会 を逸 して し

ま ったのだ った。
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おわ りに

小 稿 の悼 尾 に、 「河童 と飴 」型 の話 か ら窺 え る河童 の属 性 を、 時 間 論

の観 点 か ら もう少 し踏 み こん で分 析 して お きた い。

この課 題 を考 え るに当 た って は、 日本 の民 俗 伝承 を時 間論 と して分 析

す る興 味深 い論 考 を本誌 『人文 研 究」 に最 近 相 次 いで発表 して い る小 野

地 健 の研 究 が 、一 っ の恰 好 の手 が か りを与 え て くれ る。

小 野地 は 「『日招 き伝 承 』考 」[小 野 地2006]で 、 日を招 くとい うモ

チ ー フを もつ様 々 な話 を 「日招 き伝 承 」 と して一 括 して、 日を招 くとい

う行為 とそ の結 果 を構 造 化 して い る物語 の論 理 の解 明 を試 み た。 彼 の こ

の論 考 の濃 刺 た る一面 は、広 く分布 す る破 滅 型 の話 だ けで はな く、従 来

なぜ か等 閑 視 されて いた 「好 ま しい結 果 を もた らす タイプ」 の 日招 き伝

承 も併 せ て考察 して、 日招 き伝 承 を王権 論 と絡 め る形 で精 細 に分 析 した

点 に あ る。

しか し小野 地 は、冷 静 に、 天候 や時 間 の管理 は王権 そ の もので は な く、

そ の機 能 の一 っ で あ る と言 う。 そ して、 「それ を独 占 し中心 化 して い く

シス テ ム こそが王権 な ので あ り、 そ の過 程 を捉 え、 王権 、 日和 見 、長 者

の差異 とそ の間 の社 会 関係 を捉 え る必要 が あ る」 と して、 宮 田登 の 日和

見 王 権論 な ど、 従来 の研 究 を鋭 く批 判 して い る[小 野 地2006:118]。

この視 点 か ら、難 局 を打 開 しよ うとす る必 死 の業 で あ る 日招 きの結 果 が

破滅(長 者)と 成 業(天 皇 の有 力 な臣下)と に両 極 的 に分化 す る事 実 は、

日招 き行 為 の属 性 そ の もので は な く、 「時 間 を操 作 し区分 す る正統 な権

威 を 担 う こ とが で き る の は誰 か、 とい う行 為 の社 会 的 な位 置 づ けの違

い」 か ら帰結 す るの だ とい う[小 野 地2006:114]。

す る と、 「日招 き伝 承 の長 者 の没 落 は地域 の 日和 見 王 権 と して の特 権
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を物 語 る もの と して よ り も、 む しろ王権 を生 み 出す特 権 の析 出を、 それ

を物 語 る人 々 に よ って否 定 され て い る語 りなの」 だ と言 え るだ ろ う[小

野 地2006:119]。 他 方 、 「日を招 き返 して敵 に勝 利 して 支 配 を確 立 す

る とい う語 りは、外 部 を独 占 し競 合相 手 を排 除 して 自 らを 中心 化 す る王

権 の構 造 と一 致 す る」 と言 え る[小 野 地2006:120]。 こ う して、 小 野

地 は、 次 の よ うに結論 して い る。 「日招 き伝 承 に は権 威 の正統 性 を独 占

しよ うとす る王権 同士 の競 合 関係 とと もに、 王 権 を確 保 して支配 を貫徹

しよ うとす る者 とそ れ に抗 す る人 々 との競合 関 係 もまた表 現 され て い る

ので あ る」[小 野地2006:121]。 傾 聴 に値 す る議 論 だ ろ う。

今 、 小野 地 の論 考 の一 端 を紹 介 したのだ が、 それ だ けで も彼 の セ ンス

の鋭 敏 さと議 論 の周 到 で丹 念 な質 が十 分 に察 せ られ る と思 う。 しか しな

が ら、 彼 の結 論 の評 価 に は、幾 分 の留 保 も必 要 だ ろ う。 とい うの も、彼

自身 、 次 の よ うな誠 に重 要 な指 摘 を して い るか らだ。 「外 部 と して の

『自然 』 や 時 間 の参 照 枠 と して の局 所 的 な暦 は、 王権 の下 に中心 化 ・全

域 化 され て い るた め、 しば しば 日和 見 は王権 と競 合 す るよ り も、 その支

配 を補 完 す る もの と して 取 り込 まれ て しま う」[小 野 地2006:119]。

も しそ うで あ れ ば、 「王 権 を生 み 出す 特権 の析 出 を、 それ を物 語 る人 々

に よ って否 定 され て い る語 り」 そ れ 自体 もま た、 「王権 の支配 を補 完 す

る もの と して」 の語 りに巧 み に攻 囲 され、結 局 は包 摂 されて しま うこ と

に もな って はいな いだ ろ うか。 っ ま り、一 方 で は この点 の冷 静 な検討 と

判 断が 要 る。

要 す るに、 日和 見 伝承 の メ ッセ ー ジは両義 的 で あ って、 それ ゆ え に王

権 の支配 に抗 す る人 々の意 図 は、必 ず しも十 分 に達 成 されて い る とは言

え まい。 む しろ、逆手 に取 られ て、 利 用 され る結 果 にな って い る と も言

え る。 言 い換 えれ ば、 それ らの物語 には彼 らの 「支 配 に抗 す る」 意 図 を

明確 に担 保 す るに足 る要 素 、 あ るい は工 夫 が今0っ 不十 分 なの だ。



52

これ に対 して、 「河 童 と飴 」話 の時 間論 的 な メ ッセ ー ジに は、(表 向 き

に は諦 念 を装 って)慎 ま し くはあ れ、(い わ ば面 従 腹 背 して)し た たか

に王権 に抗 しよ うとす る 「庶民 の語 り」 を明確 に読 み取 る ことが で き る。

っ ま り、河 童 が それ を担 保 す る鍵 とな る重 大 な イ メ ー ジを担 って い るの

だ。 こ こに、 お 人好 しで 間抜 け な河 童 とい う、 「美 学 的 法 則」 とは縁 遠

い、世 俗 的 で、 しか も庶 民 的 な象 徴形 式 の きわ めて大 きな文 化 史 的 な意

味 が あ る。

河 童 と い う複 合 的 な起 源 を も ち、 重 層 的 な 属 性 を もっ 妖 怪[小 馬

2003a、2005a、2005b、2006]が 庶 民 の手 で この よ うな性 格 を付 与 され

得 る側面 は、 橘(渋 江)氏 が きわ めて古 い時代 か ら司 って きた(天 地)

元 水神 信仰 の原 河童 イ メ ー ジに既 に内包 され て い た、 あ る要 因 に由来 す

る もの と思 わ れ る。

熊本 の渋 江公 昭家 に伝 わ る膨 大 な文 書群[田 上2005]や 佐賀 藩士 馬

渡 俊継 が18世 紀 の初 め に著 した 『北肥 戦 志』(巻 十 六)に 見 え る 「渋 江

家 由来 の事 」 の記 事 は、(渋 江 氏 の先 祖 で あ る)橘 諸 兄 の直 系 の孫 橘 島

田丸 の配下 で あ った内匠頭 が春 日神社 造 営 の折 りに使 役 した後 で川 へ捨

て た人 形 が(今 の)河 童 にな った とい う伝 承 を伝 えて い る 河童 人形

起 源説 。鎌倉 時代 初 期 に橘 氏(後 に渋江 氏 と改 称)が 肥前 長 島荘 へ入部

した際 に付 き従 って きた河童 た ち は、 ここで もまた悪 さを して、主 人 で

あ る橘 氏 に きっ く戒 め られ る。 そ して、 同地橘 の潮見 川 の川 原 にあ る巨

石(通 称 「河 童 石 」)に 花 が 咲 く 日まで人 間 を捕 る ことを堅 く禁 じられ

た のだ った[小 馬1996c、2000a]。

こ う した河 童像 は、無 論 、地 域 的 な(っ ま り長 島荘 の)王 権 の担 い手

で あ り、元 水 神 の祭祀 を司祭 した橘(渋 江)氏 が造 形 した もので あ る。

だが そ れで いて、 そ の河童 像 は、 以 上 の よ うに、両 義 的 な性 格 を は っ き

り と帯 びて い る。 ま さに この一 点 に こそ、 王権 の超 越 的 で全 域 的 な時 間
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に支配 され る側 で あ る庶 民 が、 間抜 けな死 神 と して の河童 の属 性 を創 造

して河 童 像 に付 け加 え(て 複合 させ)、 そ れ を鍵 と して 「河童 と飴」 話

を作 り出す余 地 が あ ったの だ。

この反 英雄 的で両 義 的 な河 童 の属 性 は、 同 じ く水 の神 と して各地 で各

様 に造 形 され て きた蛇 や竜 、 あ るい は鯨 や猿 な どのキ ャラク ター に は、

全 く見 いだ せ な い もので あ る。翁 の 田に 「水 当て 」 して や りなが ら も娘

に騙 され る猿(「 猿 婿a」)に は、 確 か に蛇(「 蛇 婿謂 」)な どよ りはペ ー

ソス はあ る。 しか しなが ら、 その猿 に も河童 の滑 稽 さ はな い(14)。

っ ま り、 お人好 しで 間抜 けな河 童 像 が生 まれ る可 能 性 は、 歴史 的 な経

緯 か ら、(支 配 者側 が創 った)彼 の属 性 に元 々 内在 して い た。(九 州 の)

庶 民 の知恵 と想 像 力 は、 それ を 見逃 さ なか ったの で あ る。 「河 童 と飴 」

話 が九 州 各地(の み)に 分 布 して い るの は、 だか ら決 して偶 然 で はな く、

確 か な文 化史 的 な背 景 が あ る と言 え るのだ。

さ らに、 厨 の下か ら女 性 の尻 を撫 ぜ て腕 を切 り取 られ、 腕 を返 して貰

ったお礼 に秘 薬 の製 造法 を教 え る河童 、 馬 を水 に引 き入 れ よ うと して逆

に引 きず られ て 詫 び証 文 を書 く河 童 な ど、 「河 童 と飴 」話 に通 じる、 ど

こか憎 めな い妖怪 と して の河童 像 は、 幾重 に も折 り重 ね て造形 されて き

た。 そ して、 それ らもまた、 同 じ文 化 史 的 な背景 の ゆえ に、 まず九 州 を

舞 台 に登場 して 、 やが て全 国 に広 ま って行 った ので あ る。

こ こに、 やが て明治 ・大正 期 以来 、 愛 すべ き 「国民 的 な妖 怪 」 と して

フォー クロ リズ ムの ア イ ドル とな る道 を一 貫 して辿 り続 けて行 く、 今 日

の河童 像 の淵 源 を見 る ことが で きよ う。 「河 童 と飴」 話 は、超 越 的 な 時

間 の物語 に巧 み に対 置 されて いて、 しか もそ の 「預 言 の 自己成 就 」 の モ

チ ー フを は っき りと否 定 して い る。 っ ま り この事 態 は、(庶 民 に よ る)

時 間 の可 塑 性 や操 作可 能 性 を強 調 して い るのだ。 そ うで あれ ば、 河童 は

超 越 的 な時 間 の聖 性 を台 無 しにす るのだ か ら、 やが て俗 性 を帯 び るの は
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当然 の帰結 だ った と言 うべ きで あろ う。

《注》

(1)キ プ シギ ス人 の民族 誌的 な資料 は、小稿第 三章第6節 で比較 的詳 しく提示 して い る。必要

が あれば、 そち らを参照 して欲 しい。

(2)話 者 はJonathanarapMongekニ ョンギ年齢 組 の コス ィゴ副組(1906年 開設)、 キプ

サマエ ック氏族(ト ーテ ムは騙蟷耳狐(lelwot))に 帰 属。今 日のボ メ ッ ト県 アボス ィ区 ゲ

レゲ レ郡 のタバ リッ トに当時居住。人 々 は百五十歳 の老人 と考 えて いたが、個人史 を再 建

した結果 に基づ き、筆者 は約百歳 と判定。1979年12月30日 、彼 の小屋で採話。

(3)キ プ シギス語 に は正書 法が ない。声調言語 で12の 母音 を もつが、補助記号 を用 いず、単 純

なアル フ ァベ ッ ト記 号で音 を表記す るのが慣行 とな ってい る。小稿 で は、筆者 も この表記

法 に従 って いる。

(4)話 者 は、ここで は女性の 占い師(chepsczgeiyot)の ことを述 べて いる。 しか し、次節で はor-

koiyot、 つ ま り男性 の 占い師 とい う語 を用 いて いる。文脈 を辿 れば、話者 が女 占い師 を指

す別 の単語 で あるcheporkoiyatの 女 性接 頭辞chepを 偶 然付 け忘れ た こと は明 白。 それゆ

え、小稿 はいず れ も 「占い師」 とい う語 を用 いて翻訳 して いる。

(5)こ こで は、話者 は、 まだキ プ シギス文 化 によ く通 じていなか った私 を意nし て、括弧内 の

言葉 を補足 してい る。

(6)レ ヴ ィ=ス トロースは、 「解答 が存在 しない質問」 と近親相姦 の連 関 とい う視点か ら物語 の

この部分 に着 目 して、複雑 で含蓄 に富む議論 を粘 り強 く展 開 してい る[1967]。

ス フィンクスが オイデ ィプスに掛 けた謎 々は、 「生 まれ た時 には四本脚 で、 やが て二本脚

にな り、っ いには三本脚 になるものは?」(解 答 は人 間)と も、 また 「姉が妹 を産 み、妹 が

姉を産む。 これ何 か?」(解 答 は昼 と夜)と も言 われてい る。 も し前者 だ とすれ ば、解 いて

はな らな い 「解答 の存 在 しない質問」 とは、人 間 その もの だ とい う ことに なるだろ う。 そ

れを オイデ ィプスは解 いて(開 示 して)し ま ったのだ。

なお、 コク トオに も、そ う した 「オ イデ ィプス の謎」観 があ ったよ うに思 われ る一一注

(12)参 照 。

(7)さ らに、 ジラールの(生 理的 な欲 求で はな い社会 的な)欲 望 とは 「モ デル=ラ イバ ル」 の

欲望 を模倣す るが ゆえに生起 す る ものだ とい う理論(「 モデル=ラ イバ ル」論)も また、 オ

イディプス物語に垂感を与えられていると見て誤るまい。

(8)た だ し、後で問題 にす るよ うに、その運命に親が抗するかどうか という重要な点で、両者
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の間に は大 きな差異 も存在 して い る。

(9)た とえば、和 泉式 部が沢 の蛍 を呼ん だ有名 な歌 を想 起すれば、 よ く騎 に落 ちよ う。

(10)澁 澤龍彦 の二十代 末 の訳 文[コ ク トオ1996]よ りも、先行 す る山川篤 の別 訳[コ ク トー

1953ユ の方 が、 この部分で は小稿 の趣 旨をよ く伝 え るので、 その訳 を採用 した。

(11)こ れ とよ く似 た事態 は、他 の領域 に も見 られ る。7枚 の形 の異 なる板 を組 み合 わせ て遊 ぶ

「知 恵 の板」(tangram)を 多 くの辞 書 は、中 国 起 源 だ と説 明 して い る。つ ま り、 タ ン

(Tan)と いう中国人の創案 にかか るとい うわけだが、西 欧人 の工夫 によ るもの と考え るの

が妥 当のよ うだ。

(12)た だ し、同工異 曲の話 を 自著 に載せ てい るとい う事実 は、両 者 の人生観 が似通 って いるこ

とを保証 す まい。 ボー ドリヤールは、 「サマルカ ン ドに死す」 に触 れて自分 の人生観 を直 に

披渥 して はいな い。一方 コク トオ(コ ク トー)は 、 イスパハ ンの死 神 の話 の直前 で、次 の

よ うに述 べて いて、興味深 い。「われわれの入生 の地 図 は折 りたたまれてい るので、中をっ

らぬ く一 本 の大 きな道 は、 われわれ には見 る ことがで きない。 だか ら、地図 が開かれ てゆ

くにつれて、 いっ も新 しい道 が現れ て くるよ うな気 がす る。わ れわれ はその都 度道 を選 ん

で い るつ もりな のだ が、本 当 は選 択 の余 地 な どあ ろ うはず が ない の であ る」[コ ク トオ

1996:21ユo

コ ク トーの この見解 は、作 田啓一 の 「美学 的法 則」の よ うに アイ ロニーを強調す るよ り

は、む しろペー ソスに訴 え るよ うに見 え る。 しか も、「地 図」 を 「謎 々」 に置 き換 え るとす

れ ば、「人 間 とは?」 とい う 「解答 の存在 しない質 問」 の話 にな ろ う。 そ して、「答 えて は

な らな い問(謎 々)」 に答 えたがゆえ に 「存 在 してはな らない解 答」、 あるい は 「答 のない

答」 と しての人 間が浮 上 して きたとい うことがで きよ うか。 この点 で、 コク トーの人生観

には、 レヴィ=ス トロースの(上 記注(6)の)発 想 に通 じる面が ある と言 えよ うか。

(13)日 本 の民俗社会 で は、女性 が初潮 を見 る年齢 を数 え年 の十三 歳 と考え るのが一般 的だ った。

男性 もそれ と軌 を一 に して この年 に成年 し、 「十三 のヘ コカキ」 とい って、祝 いの真 っ赤 な

揮 を着 けた。一方女性 は、真 っ赤 な湯文字 を身 に着 けたのであ る。

(14>な お、 「駒 引 き」 と も呼 ばれ る猿 が、特 に九州 を中心 に今 日の河童像 が形 成 され る過 程で

きわ めて有力 なイ メー ジを提 供 した ことは、既 に別 に論 じた[小 馬1996b、2006:162]。
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